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(57)【要約】
　シグナリング追跡のための方法、装置、およびシステ
ムが開示される。本発明の実施形態では、OAMデバイス
によって送信されるシグナリング追跡構成情報はユーザ
ー装置識別子を伝える。これにより、アクセスネットワ
ークおよびコアネットワークが異なるOAMデバイスによ
って管理されるシナリオにおいても、当該アクセスネッ
トワーク内のOAMデバイスは、シグナリングに基づくシ
グナリング追跡の構成を起動することができ、基地局は
当該ユーザー装置のためのシグナリング追跡を開始する
ことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　運用管理保守(OAM)機器によって送信され、ユーザー装置識別子を伝え、前記ユーザー
装置識別子に対応するユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始するために使用され
る第1のシグナリング追跡構成情報を受信することと、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を第１のコアネットワークノードに送信すること
と、
　サービングコアネットワークノードによって送信され、前記第1のコアネットワークノ
ードによって提供される前記第1のシグナリング追跡構成情報に従って前記サービングコ
アネットワークノードによって取得される第2のシグナリング追跡構成情報を受信するこ
とと、
　前記サービングコアネットワークノードによって送信された前記第2のシグナリング追
跡構成情報に従って前記ユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始することと、
　を含むシグナリング追跡方法。
【請求項２】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記第1のコアネットワークノードに送信するこ
とは、
　前記第1のコアネットワークノードが前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納するよ
うに、基地局によって前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記基地局と接続されてい
る前記第1のコアネットワークノードに送信すること、
　前記第1のコアネットワークノードが前記第1のシグナリング追跡構成情報をホームロケ
ーションレジスタ(HLR)またはホーム加入者サーバー(HSS)に転送するように、前記基地局
によって、前記シグナリング追跡構成情報を前記基地局と接続されている前記第1のコア
ネットワークノードに送信すること、または、
　前記第1のコアネットワークノードが前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納し、か
つ前記第1のコアネットワークノードが前記第1のシグナリング追跡構成情報をホームロケ
ーションレジスタまたはホーム加入者サーバーに転送するように、前記基地局によって、
前記シグナリング追跡構成情報を前記基地局と接続されている前記第1のコアネットワー
クノードに送信すること、
　を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記第1のコアネットワークノードに送信するこ
とは、
　基地局によって、構成情報を前記基地局と接続されている少なくとも1つの第1のコアネ
ットワークノードに送信することであって、それにより、前記第1のシグナリング追跡構
成情報を受信した前記第1のコアネットワークノードが前記第1のシグナリング追跡構成情
報を処理するようにし、
　前記処理は、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を受信した前記第1のコアネットワークノードによ
って、前記ユーザー装置のコンテキストが前記第1のシグナリング追跡構成情報を受信し
た前記第1のコアネットワークノード内に存在する場合に前記第1のシグナリング追跡構成
情報を格納すること、
　を含む請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記第1のコアネットワークノードに送信するこ
とは、
　基地局によって、前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記基地局と接続されている
少なくとも1つの第1のコアネットワークノードに送信して、前記第1のシグナリング追跡
構成情報を受信した前記第1のコアネットワークノードが前記シグナリング追跡構成情報
を処理するようにし、
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　前記処理は、
　前記ユーザー装置のコンテキストが前記第1のシグナリング追跡構成情報を受信した前
記第1のコアネットワークノード内に存在しない場合に、前記第1のシグナリング追跡構成
情報を受信した前記第1のコアネットワークノードによって、前記第1のシグナリング追跡
構成情報をホームロケーションレジスタもしくはホーム加入者サーバーまたは前記ユーザ
ー装置の前記サービングコアネットワークノードに転送すること、
　を含む請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記第1のコアネットワークノードおよび前記サービングコアネットワークノードはい
ずれもモビリティ管理エンティティ(MME)である、
　請求項1から4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報および前記第2のシグナリング追跡構成情報は、い
ずれも、シグナリング追跡を実行するための構成パラメータ、ドライブテストの最小化(M
DT)を実行してデータを収集するための構成パラメータ、または、前記シグナリング追跡
を実行するための構成パラメータならびに前記ドライブテストの最小化を実行してデータ
を収集するための構成パラメータ、
　を含む請求項1から4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　シグナリング追跡の方法であって、
　基地局によって送信され、ユーザー装置識別子を伝える第1のシグナリング追跡構成情
報を受信することと、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークノードに提供する
ことを含み、
　それにより、前記サービングコアネットワークノードは、前記第1のシグナリング追跡
構成情報に従って第2のシグナリング追跡構成情報をサービング基地局に提供し、前記第2
のシグナリング追跡構成情報が、前記ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置に対す
るシグナリング追跡を開始するために使用される
　方法。
【請求項８】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークノードに提供する
ことは、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納する方法、
　前記サービングコアネットワークノードがホームロケーションレジスタ(HLR)またはホ
ーム加入者サーバー(HSS)から前記第1のシグナリング追跡構成情報を取得するように、　
前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ホームロケーションレジスタまたは前記ホー
ム加入者サーバーに転送する方法、および
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ユーザー装置の前記サービングコアネット
ワークノードに送信する方法
　のうちの少なくとも1つを含む請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　当該方法は、
　前記ユーザー装置のコンテキストが第1のコアネットワークノード内に存在すると判定
することをさらに含み、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記格納することは、前記ユーザー装置の前記
コンテキストが前記第1のコアネットワークノード内に存在すると判定された場合に前記
第1のシグナリング追跡構成情報を格納することを含む、または
　当該方法は、
　前記ユーザー装置の前記コンテキストが前記第1のコアネットワークノード内に存在し
ないと判定することをさらに含み、
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　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ホームロケーションレジスタまたは前記ホ
ーム加入者サーバーに転送することは、前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ホー
ムロケーションレジスタまたは前記ホーム加入者サーバーに転送し、前記ホームロケーシ
ョンレジスタまたは前記ホーム加入者サーバーが前記第1のシグナリング追跡構成情報を
格納することを含む、または
　当該方法は、
　前記ユーザー装置の前記コンテキストが前記第1のコアネットワークノード内に存在し
ないと判定することをさらに含み、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ユーザー装置の前記サービングコアネット
ワークノードに送信することは、前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記サービング
コアネットワークノードに送信して、前記サービングコアネットワークノードが前記第1
のシグナリング追跡構成情報を格納することを含む、
　請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ユーザー装置の前記サービングコアネット
ワークノードに前記送信することは、
　前記ホームロケーションレジスタまたは前記ホーム加入者サーバーから前記ユーザー装
置のサービングコアネットワークノード識別子を取得することと、
　前記サービングコアネットワークノード識別子に従って前記第1のシグナリング追跡構
成情報を前記サービングコアネットワークノードに送信することと、
　を含む請求項8または9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記サービングコアネットワークノードによって、前記第1のシグナリング追跡構成情
報に従って前記第2のシグナリング追跡構成情報を前記サービング基地局に提供すること
は、
　前記サービングコアネットワークノードによって、前記ユーザー装置がアクティブであ
る場合に前記第1のシグナリング追跡構成情報に従って前記第2のシグナリング追跡構成情
報を取得し、前記ユーザー装置へのS1接続を通じて前記サービング基地局に前記第2のシ
グナリング追跡構成情報を伝えるS1アプリケーションプロトコルメッセージを送信するこ
とと、
　前記サービングコアネットワークノードによって、前記ユーザー装置がアイドル状態で
あるか、またはデタッチされている場合に、前記ユーザー装置によって送信されたアクテ
ィベーションメッセージを受信した後に前記第1のシグナリング追跡構成情報に従って前
記第2のシグナリング追跡構成情報を取得し、前記ユーザー装置へのS1接続を通じて前記
サービング基地局に前記第2のシグナリング追跡構成情報を伝える前記S1アプリケーショ
ンプロトコルメッセージを送信することと、
　を含む請求項8に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第1のコアネットワークノードおよび前記サービングコアネットワークノードは、
モビリティ管理エンティティ(MME)である、
　請求項8、9または11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報および前記第2のシグナリング追跡構成情報は、い
ずれも、シグナリング追跡を実行するための構成パラメータ、ドライブテストの最小化(M
DT)を実行してデータを収集するための構成パラメータ、または、前記シグナリング追跡
を実行するための構成パラメータならびにドライブテストの最小化を実行してデータを収
集するための構成パラメータを含む、
請求項7、8、9または11に記載の方法。
【請求項１４】
　運用管理保守(OAM)機器によって送信され、ユーザー装置識別子を伝え、前記ユーザー
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装置識別子に対応するユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始するために使用され
る第1のシグナリング追跡構成情報を受信するように構成された収集部と、
　前記収集部によって受信された前記第1のシグナリング追跡構成情報を第1のコアネット
ワークノードに送信するように構成された送信部と、
　前記ユーザー装置のサービングコアネットワークノードによって送信され、前記第1の
コアネットワークノードによって提供される前記第1のシグナリング追跡構成情報に従っ
て前記サービングコアネットワークノードによって取得される第2のシグナリング追跡構
成情報を受信するように構成された受信部と、
　前記受信部によって受信された前記第2のシグナリング追跡構成情報に従って前記ユー
ザー装置に対するシグナリング追跡を開始するように構成された開始部と
を備える基地局。
【請求項１５】
　前記送信部は、前記基地局と接続されている前記第1のコアネットワークノードに前記
第1のシグナリング追跡構成情報を送信するように特に構成され、それにより、前記第1の
コアネットワークノードは、前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納し、前記第1のシ
グナリング追跡構成情報をホームロケーションレジスタ(HLR)またはホーム加入者サーバ
ー(HSS)に転送し、または、前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納し、かつ前記ホー
ムロケーションレジスタもしくは前記ホーム加入者サーバーに転送する、
　請求項14に記載の基地局。
【請求項１６】
　前記送信部は、前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記基地局と接続されている少
なくとも1つの第1のコアネットワークノードに送信するように特に構成され、それにより
、前記第1のシグナリング追跡構成情報を受信した前記コアネットワークノードは、前記
シグナリング追跡構成情報を処理し、
　前記処理は、前記第1のシグナリング追跡構成情報を受信した前記第1のコアネットワー
クノードによって、前記ユーザー装置のコンテキストが前記第1のシグナリング追跡構成
情報を受信した前記第1のコアネットワークノード内に存在する場合に前記シグナリング
追跡構成情報を格納することを含む、
　請求項14に記載の基地局。
【請求項１７】
　前記送信部は、前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記基地局と接続されている少
なくとも1つの第1のコアネットワークノードに送信するように特に構成され、それにより
、前記第1のシグナリング追跡構成情報を受信したコアネットワークノードは、前記シグ
ナリング追跡構成情報を処理し、
　前記処理は、前記第1のシグナリング追跡構成情報を受信した前記第1のコアネットワー
クノードによって、前記ユーザー装置のコンテキストが前記第1のシグナリング追跡構成
情報を受信した前記第1のコアネットワークノード内に存在しない場合に前記シグナリン
グ追跡構成情報をホームロケーションレジスタもしくはホーム加入者サーバーまたは前記
ユーザー装置の前記サービングコアネットワークノードに転送することを含む、
　請求項14に記載の基地局。
【請求項１８】
　基地局によって送信され、ユーザー装置識別子を伝える第1のシグナリング追跡構成情
報を受信するように構成された受信部と、
　サービングコアネットワークノードが、前記第1のシグナリング追跡構成情報に従って
第2のシグナリング追跡構成情報をサービング基地局に提供して、前記ユーザー装置識別
子に対応するユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始するように、前記受信部によ
って受信された第1のシグナリング追跡構成情報を前記サービングコアネットワークノー
ドに提供するように構成された処理部と、
　を備えるコアネットワーク機器。
【請求項１９】
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　前記処理部は、
　前記受信部によって受信された前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納する動作、
　前記サービングコアネットワークノードがホームロケーションレジスタ(HLR)またはホ
ーム加入者サーバー(HSS)から前記第1のシグナリング追跡構成情報を取得するように、前
記受信部によって受信された前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ホームロケーシ
ョンレジスタまたは前記ホーム加入者サーバーに転送する動作、および
　前記受信部によって受信された前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ユーザー装
置の前記サービングコアネットワークノードに送信する動作
のうちの少なくとも1つを実行するように特に構成されている、
　請求項18に記載のコアネットワーク機器。
【請求項２０】
　判定部をさらに備え、
　前記判定部は、前記ユーザー装置のコンテキストが前記コアネットワーク機器内に存在
すると判定するように構成され、かつ
　前記処理部は、前記判定部が、前記ユーザー装置の前記コンテキストが前記コアネット
ワーク機器内に存在すると判定したときに前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納す
るように特に構成されている、または
　前記判定部は、前記ユーザー装置の前記コンテキストが前記コアネットワーク機器内に
存在しないと判定するように構成され、かつ
　前記処理部は、前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ホームロケーションレジス
タまたは前記ホーム加入者サーバーに転送して前記ホームロケーションレジスタまたは前
記ホーム加入者サーバーが前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納するように構成さ
れている、または
　前記判定部は、前記ユーザー装置の前記コンテキストが前記コアネットワーク機器内に
存在しないと判定するように構成され、かつ
　前記処理部は、前記ホームロケーションレジスタまたは前記ホーム加入者サーバーから
前記ユーザー装置のサービングコアネットワークノード識別子を取得し、前記サービング
コアネットワークノード識別子に従って前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記サー
ビングコアネットワークノードに送信し、前記サービングコアネットワークノードが前記
第1のシグナリング追跡構成情報を格納するように構成されている、
　請求項19に記載のコアネットワーク機器。
【請求項２１】
　サービングコアネットワークノードとして働く場合に前記第1のシグナリング追跡構成
情報を取得するように構成された取得部と、
　前記ユーザー装置がアクティブであるときに、前記第1のシグナリング追跡構成情報に
従って前記第2のシグナリング追跡構成情報を取得し、前記ユーザー装置のS1接続を通じ
て前記サービング基地局に前記第2のシグナリング追跡構成情報を伝えるS1アプリケーシ
ョンプロトコルメッセージを送信するように構成された第1の構成ユニットであって、そ
れにより、前記サービング基地局は前記ユーザー装置に対する前記シグナリング追跡を開
始する、第1の構成ユニットと、
　前記サービング基地局が前記ユーザー装置に対する前記シグナリング追跡を開始するよ
うに、前記ユーザー装置がアイドル状態であるか、またはデタッチされているときに、前
記ユーザー装置によって送信されたアクティベーションメッセージを受信した後に前記第
1のシグナリング追跡構成情報に従って前記第2のシグナリング追跡構成情報を取得し、前
記ユーザー装置に接続された前記S1接続部を通じて前記サービング基地局に前記第2のシ
グナリング追跡構成情報を伝える前記S1アプリケーションプロトコルメッセージを送信す
るように構成された第2の構成部と、
　をさらに備える請求項18に記載のコアネットワーク機器。
【請求項２２】
　前記コアネットワーク機器は、特にモビリティ管理エンティティ(MME)である、
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請求項18から21のいずれか一項に記載のコアネットワーク機器。
【請求項２３】
　請求項14から17のいずれか一項に記載の基地局および請求項18から22のいずれか一項に
記載のコアネットワーク機器を備える通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、参照によりその全体が本明細書に組み込まれている、2011年3月24日に中国
特許庁に出願した中国特許出願第201110071996.1号、名称「SIGNALING TRACING METHOD, 
APPARATUS AND SYSTEM」の優先権を主張するものである。
【０００２】
　本発明は、通信技術の分野に関し、詳細には、シグナリング追跡方法、装置、およびシ
ステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ネットワーク内の障害および問題の評価および診断能力を高めるために、従来技術にお
いてシグナリング追跡(Trace)技術が提唱された。すなわち、ネットワークエレメント管
理システム(EMS:Equipment Management System)は、シグナリング追跡するためのパラメ
ータ構成をネットワークエレメントノードに送信し、次いで、ネットワークエレメントノ
ードによって返されるシグナリング追跡データを受信し、シグナリング追跡データを解析
することによってネットワーク内の障害および問題を特定する。さらに、運用コストを低
減し、ネットワークの自動化機能を強化するために、従来のシグナリング追跡方法に基づ
く別のシグナリング追跡ソリューションが提唱されている。このシグナリング追跡ソリュ
ーションでは、ユーザー装置(UE: User Equipment)は、ネットワーク最適化に必要なパラ
メータを自動的に報告するために使用される。例えば、ロングタームエボリューション(L
TE: Long Term Evolution)プロジェクトでは、それは、ドライブテストの最小化(MDT: Mi
nimization of Drive Test)と称される。このようなソリューションにおいて、ネットワ
ーク問題が発生した場合、例えば、ユーザー装置がランダムアクセスチャネル(RACH: Ran
dom Access Channel)へのアクセスに失敗するか、またはカバレッジホール(coverage hol
e)に入るか、またはネットワーク容量問題に直面した場合に、ユーザー装置は、ユーザー
装置がオンラインであるとオフラインであろうと関連するネットワークパラメータを自動
的に記録し、ネットワークによって構成された報告サイクルに従ってネットワークパラメ
ータをネットワーク機器(Network device)に報告する。したがって、ネットワーク機器は
、ユーザー装置によって報告されたネットワークパラメータに従ってネットワーク機器の
現在の問題を解析し、結果的にネットワーク最適化を奏することができる。
【０００４】
　現在、シグナリング追跡構成モードは2つあり、1つは、管理ベースのシグナリング追跡
構成モードであり、もう1つは、シグナリングベースのシグナリング追跡構成モードであ
る。
【０００５】
　既存のネットワークアーキテクチャでは、アクセスネットワークおよびコアネットワー
クがさまざまな運用管理保守(OAM: Operation Administration and Maintenance)機器に
よって管理され得るシナリオが存在する。図1aに示されているように、このようなシナリ
オでは、アクセスネットワークのOAM機器は、特定のユーザーに対してシグナリングベー
スのシグナリング追跡構成モードを開始することができず、管理ベースのシグナリング追
跡構成モードしか開始できない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施形態は、アクセスネットワークのOAM機器が特定のユーザーに対して管理
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ベースのシグナリング追跡構成モードとシグナリングベースのシグナリング追跡構成モー
ドの両方を開始できるようにするための、シグナリング追跡の方法、装置、およびシステ
ムを提供する。
【０００７】
　本発明の一態様は、シグナリング追跡の方法を提供し、この方法は、OAM機器によって
送信され、ユーザー装置識別子を伝え、前記ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置
に対するシグナリング追跡を開始するために使用される第1のシグナリング追跡構成情報
を受信することと、前記第1のシグナリング追跡構成情報を第１のコアネットワークノー
ドに送信することと、前記第1のコアネットワークノードによって提供される前記第1のシ
グナリング追跡構成情報に従って前記サービングコアネットワークノードによって取得さ
れる第2のシグナリング追跡構成情報を受信することと、前記サービングコアネットワー
クノードによって送信された前記第2のシグナリング追跡構成情報に従って前記ユーザー
装置に対するシグナリング追跡を開始することと、を含む。
【０００８】
　本発明の別の態様は、シグナリング追跡の方法を提供し、この方法は、基地局によって
送信され、ユーザー装置識別子を伝える第1のシグナリング追跡構成情報を受信すること
と、前記第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークノードに提供す
ることを含み、それにより、前記サービングコアネットワークノードは、前記第1のシグ
ナリング追跡構成情報に従って第2のシグナリング追跡構成情報をサービング基地局に提
供し、前記第2のシグナリング追跡構成情報が、前記ユーザー装置識別子に対応するユー
ザー装置に対するシグナリング追跡を開始するために使用される。
【０００９】
　本発明の別の態様は、基地局を提供し、この基地局は、OAM機器によって送信され、ユ
ーザー装置識別子を伝え、前記ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置に対するシグ
ナリング追跡を開始するために使用される第1のシグナリング追跡構成情報を受信するよ
うに構成された収集部と、前記収集部によって受信された前記第1のシグナリング追跡構
成情報を第1のコアネットワークノードに送信するように構成された送信部と、前記ユー
ザー装置のサービングコアネットワークノードによって送信され、前記第1のコアネット
ワークノードによって提供される前記第1のシグナリング追跡構成情報に従って前記サー
ビングコアネットワークノードによって取得される第2のシグナリング追跡構成情報を受
信するように構成された受信部と、前記受信部によって受信された前記第2のシグナリン
グ追跡構成情報に従って前記ユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始するように構
成された開始部とを含む。
【００１０】
　本発明の別の態様は、コアネットワーク機器を提供し、このコアネットワーク機器は、
基地局によって送信され、ユーザー装置識別子を伝える第1のシグナリング追跡構成情報
を受信するように構成された受信部と、サービングコアネットワークノードが、前記第1
のシグナリング追跡構成情報に従って第2のシグナリング追跡構成情報をサービング基地
局に提供して、前記ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置に対するシグナリング追
跡を開始するように、前記受信部によって受信された第1のシグナリング追跡構成情報を
前記サービングコアネットワークノードに提供するように構成された処理部と、を含む。
【００１１】
　本発明の別の態様は、本発明の実施形態において提供される任意の基地局および任意の
コアネットワーク機器を含む、通信システムを提供する。
【００１２】
　本発明の実施形態において、OAM機器によって送信されるシグナリング追跡構成情報は
、指定されたユーザー装置識別子を伝え、したがって、アクセスネットワークおよびコア
ネットワークが異なるOAM機器によって管理されるシナリオであっても、コアネットワー
クノードは、アクセスネットワークのOAM機器によって指定されたユーザー装置識別子を
収集することもでき、それにより、アクセスネットワークのOAM機器は、シグナリングベ
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ースのシグナリング追跡構成を開始することもでき、サービング基地局は、ユーザー装置
に対するシグナリング追跡を開始することができる。
【００１３】
　本発明の実施形態または従来技術における技術的解決策をより明確に説明するために、
以下において、実施形態または従来技術の説明に必要な添付図面を簡単に紹介する。明ら
かに、以下の説明の添付図面は、本発明のいくつかの実施形態を示しているにすぎず、当
業者であれば、創造的労力を費やすことなく添付図面から他の図面を導き出すことができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１ａ】アクセスネットワークおよびコアネットワークが異なるOAM機器によって管理
されるというシナリオの概略図である。
【図１ｂ】MDT構成モードの概略シナリオ図である。
【図１ｃ】本発明の実施形態1によるシグナリング追跡の方法の流れ図である。
【図２】本発明の実施形態2によるシグナリング追跡の方法の流れ図である。
【図３】本発明の実施形態3によるシグナリング追跡の方法の流れ図である。
【図４】本発明の実施形態4によるシグナリング追跡の方法の流れ図である。
【図５】本発明の実施形態5によるシグナリング追跡の方法の流れ図である。
【図６】本発明の一実施形態による基地局の概略構造図である。
【図７ａ】本発明の一実施形態によるコアネットワーク機器の一概略構造図である。
【図７ｂ】本発明の一実施形態によるコアネットワーク機器の別の概略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下では、本発明の実施形態の添付図面を参照しつつ本発明の実施形態の技術的解決策
について明確に、また包括的に説明する。明らかに、説明されている実施形態は、本発明
のすべての実施形態ではなくむしろその一部にすぎない。創造的労力を費やすことなく本
発明の実施形態に基づいて当業者が得る他のすべての実施形態は、本発明の保護の範囲内
に収まるものとする。
【００１６】
　本発明の実施形態は、以下で詳述されているように、シグナリング追跡の方法、装置、
およびシステムを提供する。
【００１７】
　図1bを参照すると、これは2つのシグナリング達追跡構成モード(管理ベースのシグナリ
ング追跡構成モードとシグナリングベースのシグナリング追跡構成モード)のシナリオ図
であり、ここでは、実線部分は管理ベースのシグナリング追跡構成モードを示し、点線部
分はシグナリングベースのシグナリング追跡構成モードを示しており、これらについて以
下で詳述する。
【００１８】
　管理ベースのシグナリング追跡構成モードでは、ネットワーク管理システム(NMS: Netw
ork Management System)またはネットワークエレメント管理システム(EMS: Equipment Ma
nagement System)などのOAM機器は、シグナリング追跡構成情報を進化型NodeB(eNB: evol
ved NodeB)に直接的に割り当てることができる。このような構成モードでは、OAM機器は
、シグナリング追跡に加わるように特定のユーザー装置を指定することはできないが、進
化型NodeBがユーザー装置をランダムに選択する。
【００１９】
　しかし、シグナリングベースのシグナリング追跡モードでは、OAM機器は、シグナリン
グ追跡構成情報をホーム加入者サーバー(HSS: Home Subscriber Server)またはモビリテ
ィ管理エンティティ(MME: Mobility Management Entity)などのコアネットワークノード
に割り当てることができ、次いで、コアネットワークノードが構成情報を進化型NodeBに
割り当てる。このような構成モードでは、OAM機器は、ユーザー装置識別子を使用して、
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シグナリング追跡に加わるようにユーザー装置を指定することができる。
【００２０】
（実施形態1）
　この実施形態は、基地局の観点から説明される。特に、基地局は、進化型NodeBである
ものとしてもよい。
【００２１】
　シグナリング追跡の方法は、OAM機器によって送信されるユーザー装置識別子を伝える
第1のシグナリング追跡構成情報を受信し、第1のシグナリング追跡構成情報を第1のコア
ネットワークノードに送信することと、サービングコアネットワークノードによって送信
される第2のシグナリング追跡構成情報を受信することと、サービングコアネットワーク
ノードによって送信される第2のシグナリング追跡構成情報に従ってユーザー装置に対す
るシグナリング追跡を開始することとを含む。
【００２２】
　図1cに示されているように、詳しい方法は以下に示す通りとすることができる。
【００２３】
　ステップ101:　OAM機器によって送信される第1のシグナリング追跡構成情報を受信する
。ここで、第1のシグナリング追跡構成情報は、指定すべき(すなわち、シグナリング追跡
を実行することが必要な)ユーザー装置のユーザー装置識別子を伝える。例えば、ユーザ
ー装置識別子は、国際移動電話加入者識別番号(IMSI: International Mobile Subscriber
 Identity)または国際移動体装置識別番号(IMEI: International Mobile Equipment Iden
tity)などである。
【００２４】
　第1のシグナリング追跡構成情報は、1台のユーザー装置を指定することができ、また複
数のユーザー装置を指定することもできる、すなわち、指定すべき伝えられる識別子は、
1つの識別子であってもよく、またIMSIまたはIMEIのリストなどの複数のユーザー装置を
含むリストとすることもできる。
【００２５】
　第1のシグナリング追跡構成情報は、ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置に対
するシグナリング追跡を開始するために使用され、第1のシグナリング追跡構成情報は、
シグナリング追跡を実行するための構成パラメータ、MDTを実行してデータを収集するた
めの構成パラメータ、または、そのいずれも含むものとしてもよい。
【００２６】
　ステップ102:　受信した第1のシグナリング追跡構成情報を第1のコアネットワークノー
ドに送信する。特に、第1のシグナリング追跡構成情報は、基地局それ自体と接続されて
いる第1のすべてのコアネットワークノードに送信することができ、また基地局と接続さ
れているすべての第1のコアネットワークノードのうちの1つにも送信することができる。
例えば、以下のモードのうちのいずれかが適用され得る。
【００２７】
　(1)基地局は、第1のシグナリング追跡構成情報を基地局それ自体と接続されている第1
のコアネットワークノードに送信し、それにより、第1のコアネットワークノードは、そ
の第1のシグナリング追跡構成情報を格納し、そのシグナリング追跡構成情報をホームロ
ケーションレジスタ(HLR: Home Location Register)もしくはHSSに転送し、または、その
第1のシグナリング追跡構成情報を格納し、かつ、そのシグナリング追跡構成情報をHLRも
しくはHSSに転送する。
【００２８】
　すなわち、第1のシグナリング追跡構成情報を受信した後に、第1のコアネットワークノ
ードは、第1のシグナリング追跡構成情報を直接的に格納することができ、また第1のシグ
ナリング追跡構成情報をHLRまたはHSSに直接的に転送することもできる。あるいは、第1
のコアネットワークノードは、第1のシグナリング追跡構成情報を前処理し、その後、HLR
またはHSSに転送するかどうかを決めることもできる。例えば、第1のコアネットワークノ
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ードは、指定すべきユーザー装置のコンテキストが第1のコアネットワークノード内に存
在するかどうかを判定することができ、そのコンテキストが存在する場合に、第1のコア
ネットワークノードがユーザー装置のサービングコアネットワークノードであることを示
し、それにより、コアネットワークノードは、第1のシグナリング追跡構成情報を格納す
る。そのコンテキストが存在しない場合、コアネットワークノードがユーザー装置のサー
ビングコアネットワークノードでないことを示し、それにより、コアネットワークノード
は、第1のシグナリング追跡構成情報をHSSまたはHLRに転送する。
【００２９】
　(2)基地局は、第1のシグナリング追跡構成情報を基地局それ自体と接続されている少な
くとも1つの第1のコアネットワークノードに送信し、それにより、第1のシグナリング追
跡構成情報を受信した第1のコアネットワークノードは、シグナリング追跡構成情報を処
理し、ここで、この処理は以下を含む。
【００３０】
　指定すべきユーザー装置のコンテキストが第1のシグナリング追跡構成情報を受信した
第1のコアネットワークノード内に存在する場合、第1のシグナリング追跡構成情報を受信
した第1のコアネットワークノードは、第1のシグナリング追跡構成情報を格納するか、ま
たは、指定すべきユーザー装置のコンテキストが第1のシグナリング追跡構成情報を受信
した第1のコアネットワークノード内に存在しない場合、第1のシグナリング追跡構成情報
を受信した第1のコアネットワークノードは、第1のシグナリング追跡構成情報をHSSもし
くはHLRまたはサービングコアネットワークノードに転送して格納する。
【００３１】
　第1のシグナリング追跡構成情報は、ランダムに選択された基地局との専用の接続を有
する少なくとも1つの第1のコアネットワークノードに送信されるので、第1のシグナリン
グ追跡構成情報を受信した第1のコアネットワークノードは、必ずしも指定すべきユーザ
ー装置のサービングコアネットワークノードとは限らない。したがって、サービングコア
ネットワークノードも第1のシグナリング追跡構成情報を必ず取得できるようにするため
に、第1のシグナリング追跡構成情報を受信した第1のコアネットワークノードは、コアネ
ットワークノードそれ自体がサービングコアネットワークノードであるかどうかを判定す
る必要がある。例えば、第1のコアネットワークノードは、指定すべきユーザー装置のコ
ンテキストが第1のコアネットワークノード内に存在するかどうかを判断することができ
る。そのコンテキストが存在する場合に、第1のコアネットワークノードがユーザー装置
のサービングコアネットワークノードであることを示し、それにより、第1のコアネット
ワークノードは、第1のシグナリング追跡構成情報を後で使用できるように格納する。逆
に、ある実施形態では、そのコンテキストが存在しない場合、第1のコアネットワークノ
ードがユーザー装置のサービングコアネットワークノードでないことを示し、それにより
、コアネットワークノードは、第1のシグナリング追跡構成情報をHSSもしくはHLRまたは
サービングコアネットワークノードに転送して格納させ、ユーザー装置のサービングコア
ネットワークノードは、その後、第1のシグナリング追跡構成情報を利用することができ
る。
【００３２】
　特に、第1のコアネットワークノードは、MMEであってもよい。基地局それ自体と接続さ
れている第1のコアネットワークノードは、S1接続インターフェースなどの、基地局それ
自体との専用接続インターフェースを有する第1のコアネットワークノードを指す。
【００３３】
　ステップ103:　サービングコアネットワークノードによって送信される第2のシグナリ
ング追跡構成情報を受信する。ここで、第2のシグナリング追跡構成情報は、第1のコアネ
ットワークノードによって提供される第1のシグナリング追跡構成情報に従ってサービン
グコアネットワークノードによって取得される。
【００３４】
　第2のシグナリング追跡構成情報は、ユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始す
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るためにサービング基地局に提供される。第2のシグナリング追跡構成情報は、シグナリ
ング追跡を実行するための構成パラメータ、MDTを実行してデータを収集するための構成
パラメータ、または、そのいずれも含むものとしてもよい。第2のシグナリング追跡構成
情報は、従来技術のシグナリング追跡構成情報と同じであり、第2のシグナリング追跡構
成情報は、第1のシグナリング追跡構成情報と、第1のシグナリング追跡構成情報はユーザ
ー装置識別子を伝える一方で、第2のシグナリング追跡構成情報はユーザー装置識別子を
伝える場合とユーザー装置識別子を伝えない場合とがあるという点で異なることに留意さ
れたい。
【００３５】
　第1のコアネットワークノードおよびサービングコアネットワークノードは、同じコア
ネットワークノードであっても、また異なるコアネットワークノードであってもよい。
【００３６】
　サービングコアネットワークノードは、ユーザー装置識別子に従って第1のシグナリン
グ追跡構成情報を取得することができる。例えば、ステップ103において、基地局によっ
て送信されたシグナリング追跡構成情報を受信した第1のコアネットワークノードがサー
ビングコアネットワークノードである場合、サービングコアネットワークノードは、直接
的にユーザー装置識別子に従って格納されている第1のシグナリング追跡構成情報から対
応する第1のシグナリング追跡構成情報を取得し、次いで、取得された第1のシグナリング
追跡構成情報に従って第2のシグナリング追跡構成情報を取得することができ、ステップ1
03において、基地局によって送信された第1のシグナリング追跡構成情報を受信したコア
ネットワークノードがサービングコアネットワークノードでない場合、また、第1のコア
ネットワークノードが、第1のシグナリング追跡構成情報をHSSまたはHLRに送信してしま
っている場合、サービングコアネットワークノードは、ユーザー装置識別子に従ってHSS
またはHLRから第1のシグナリング追跡構成情報を取得し、次いで、取得された第1のシグ
ナリング追跡構成情報に従って第2のシグナリング追跡構成情報を取得することができる
。ステップ103において、基地局によって送信された第1のシグナリング追跡構成情報を受
信した第1のコアネットワークノードがサービングコアネットワークノードでない場合、
また、第1のコアネットワークノードが、シグナリング追跡構成情報をサービングコアネ
ットワークノードに送信してしまっている場合、サービングコアネットワークノードは、
直接的にユーザー装置識別子に従ってローカルに格納されている第1のシグナリング追跡
構成情報からシグナリング追跡構成情報を取得することなどができる。特に、サービング
コアネットワークノードは、MMEであってもよい。
【００３７】
　ユーザー装置がアクティブ(Active)である場合、ユーザー装置のサービング基地局は、
ステップ103を直接的に実行すること(すなわち、サービングコアネットワークノードによ
って送信された第2のシグナリング追跡構成情報を受信すること)ができる。そうでなけれ
ば、ユーザー装置がアクティブでない。例えば、ユーザー装置がアイドル(IDLE)状態であ
るか、またはデタッチされている(DETACH)場合、第1のシグナリング追跡構成情報で伝え
られるユーザー装置識別子に対応するユーザー装置がネットワークにアクセスするときに
ユーザー装置のサービング基地局はステップ103を実行すること(すなわち、サービングコ
アネットワークノードによって送信された第2のシグナリング追跡構成情報を受信するこ
と)に留意されたい。
【００３８】
　ステップ104:　サービングコアネットワークノードによって送信される第2のシグナリ
ング追跡構成情報に従ってユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始する。
【００３９】
　前述の説明において明らかにされているように、この実施形態では、OAM機器によって
コアネットワークノードに送信された第1のシグナリング追跡構成情報は、ユーザー装置
識別子を伝え、したがって、アクセスネットワークおよびコアネットワークが異なるOAM
機器によって管理されるシナリオであっても、コアネットワークノードは、アクセスネッ
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トワークのOAM機器によって指定されたユーザー装置識別子を取得することもでき、それ
によって、アクセスネットワークのOAM機器は、シグナリングベースのシグナリング追跡
構成を開始することもでき、複数のシグナリング追跡構成モードが、選択のためにオペレ
ータに与えられる。
【００４０】
（実施形態2）
　この実施形態は、第1のコアネットワーク機器の観点から説明されており、特に、第1の
コアネットワーク機器は、MMEなどのモビリティ管理要素であってもよい。
【００４１】
　シグナリング追跡の方法は、基地局によって送信されるユーザー装置識別子を伝える第
1のシグナリング追跡構成情報を受信することと、第1のシグナリング追跡構成情報をサー
ビングコアネットワークノードに提供し、それによりサービングコアネットワークノード
は第1のシグナリング追跡構成情報に従って第2のシグナリング追跡構成情報をサービング
基地局に提供し、ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置に対するシグナリング追跡
を開始することとを含む。
【００４２】
　図2に示されているように、詳しい方法は以下に示す通りとすることができる。
【００４３】
　ステップ201:　基地局によって送信される第1のシグナリング追跡構成情報を受信する
。ここで、第1のシグナリング追跡構成情報は、指定すべき(すなわち、シグナリング追跡
を実行することが必要な)ユーザー装置のユーザー装置識別子を伝える。例えば、ユーザ
ー装置識別子は、IMSIまたはIMEIである。
【００４４】
　少なくとも1つのユーザー装置識別子が伝えられる、すなわち、この伝えられるユーザ
ー装置識別子は、1つのユーザー装置識別子であってもよく、またIMSIまたはIMEIのリス
トなどのユーザー装置識別子のリストであってもよい。
【００４５】
　第1のシグナリング追跡構成情報は、シグナリング追跡を実行するための構成パラメー
タ、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータ、または、そのいずれも含む
ものとしてもよい。
【００４６】
　ステップ202:　第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークノード
に提供し、それにより、サービングコアネットワークノードは第1のシグナリング追跡構
成情報に従って第2のシグナリング追跡構成情報をサービング基地局に提供し、ユーザー
装置識別子に対応するユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始する。例えば、第1
のシグナリング追跡構成情報を受信した後に、第1のシグナリング追跡構成情報を格納す
る動作、サービングコアネットワークノードがHLRまたはHSSから第1のシグナリング追跡
構成情報を取得するように第1のシグナリング追跡構成情報をHLRまたはHSSに転送する動
作、第1のシグナリング追跡構成情報をユーザー装置のサービングコアネットワークノー
ドに転送する動作のうちの少なくとも1つを実行することができる。例えば、詳細な動作
は以下の通りとすることができる。
【００４７】
　ステップ201において、基地局との専用接続を有する第1のコアネットワークノードが第
1のシグナリング追跡構成情報を受信する(すなわち、サービングコアネットワークノード
もこのときに第1のシグナリング追跡構成情報を受信することができる)場合、第1のコア
ネットワークノードは、第1のシグナリング追跡構成情報を直接的に格納することができ
、また、第1のシグナリング追跡構成情報をHLRまたはHSSに直接的に転送することもでき
、また、第1のシグナリング追跡構成情報も格納し、次いでシグナリング追跡構成情報をH
LRまたはHSSに送信することもできる。
【００４８】
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　ステップ201において、基地局との専用接続を有するすべての第1のコアネットワークノ
ードが第1のシグナリング追跡構成情報を受信するわけではない(すなわち、基地局が基地
局によってランダムに選択された1つの第1のコアネットワークに第1のシグナリング追跡
構成情報を送信する)場合、サービングコアネットワークノードが第1のシグナリング追跡
構成情報も取得できるようにするため、シグナリング追跡構成情報を受信した第1のコア
ネットワークノードは、第1のシグナリング追跡構成情報をHLRもしくはHSSに転送するか
、または第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークノードに送信す
ることを必要とする。
【００４９】
　特に、第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークノードに送信す
ることは、HSSまたはHLRからユーザー装置のサービングコアネットワークノード識別子を
取得し、取得されたサービングコアネットワークノード識別子に従って第1のシグナリン
グ追跡構成情報をサービングコアネットワークノードに送信することとすることであって
もよい。
【００５０】
　適宜、送信する前に、第1のシグナリング追跡構成情報を受信した第1のコアネットワー
クノードは、第1のコアネットワークノードそれ自体がサービングコアネットワークノー
ドであるかどうかを判断することができ、第1のコアネットワークノードがサービングコ
アネットワークノードである場合に、転送は実行され得ない。すなわち、この方法は、ユ
ーザー装置のコンテキストが第1のコアネットワークノード内に存在するかどうかを判定
すること、をさらに含むことができる。
【００５１】
　この場合、特に、第1のシグナリング追跡構成情報を格納することは、ユーザー装置の
コンテキストが第1のコアネットワークノード内に存在すると判定された場合に第1のシグ
ナリング追跡構成情報を格納することを含むことができる。
【００５２】
　特に、第1のシグナリング追跡構成情報をHLRまたはHSSに転送することは、ユーザー装
置のコンテキストが第1のコアネットワークノード内に存在しないと判定された場合に、
第1のシグナリング追跡構成情報をHSSまたはHLRに転送してHSS/HLRが第1のシグナリング
追跡構成情報を格納するようにすることを含むことができる。
【００５３】
　特に、第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークノードに転送す
ることは、ユーザー装置のコンテキストが第1のコアネットワークノード内に存在しない
と判定された場合に、第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークに
転送することとしてもよい。例えば、第1のコアネットワークノードは、HSSまたはHLRか
らユーザー装置のサービングコアネットワークノード識別子を取得し、取得されたサービ
ングコアネットワークノード識別子に従って第1のシグナリング追跡構成情報をサービン
グコアネットワークノードに送信し、サービングコアネットワークノードが第1のシグナ
リング追跡構成情報を格納するようにすることができる。
【００５４】
　このようにして、ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置がネットワークにアクセ
スするときに、第1のシグナリング追跡構成情報を格納する機器は、第1のシグナリング追
跡構成情報をサービング基地局に提供することができ、したがって、サービング基地局は
ユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始する。例えば、この方法は以下の通りとす
ることができる。
【００５５】
　ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置がネットワークにアクセスするときに、ユ
ーザー装置それ自体のサービングコアネットワークノードが対応する第1のシグナリング
追跡構成情報を格納する場合、サービングコアネットワークノードは、直接的に第1の信
シグナリング追跡構成情報に従って第2のシグナリング追跡構成情報をサービング基地局
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に送信する。サービングコアネットワークノードそれ自体が対応する第1のシグナリング
追跡構成情報を格納しない場合、サービングコアネットワークノードは、HSSまたはHLRか
ら第1のシグナリング追跡構成情報を取得し、次いで、取得された第1のシグナリング追跡
構成情報に従って第2のシグナリング追跡構成情報をサービング基地局に送信することが
できる。第2のシグナリング追跡構成情報は、第1のシグナリング追跡構成情報から抽出さ
れ、特に、第2のシグナリング追跡構成情報をサービング基地局に送信するための方法は
、以下の通りとすることができる。
【００５６】
　ユーザー装置がアクティブであるときに、サービングコアネットワークノードは、ユー
ザー装置のS1接続を通じて基地局に第2のシグナリング追跡構成情報を伝えるS1アプリケ
ーションプロトコルメッセージを送信し、したがって、基地局は、ユーザー装置に対する
シグナリング追跡を開始する。
【００５７】
　ユーザー装置がアイドル(IDE)状態であるか、またはデタッチされている(DETACH)とき
に、ユーザー装置によって送信されたアクティベーションメッセージが届いた後、サービ
ングコアネットワークノードは、ユーザー装置のS1接続を通じて基地局に第2のシグナリ
ング追跡構成情報を伝えるS1アプリケーションプロトコル(S1AP:S1 Application Protoco
l)メッセージを送信し、それにより、基地局はユーザー装置に対するシグナリング追跡を
開始する。
【００５８】
　特に、アクティベーションメッセージは、ネットワークアクセスサービス要求(Service
 Request)メッセージまたはネットワークアクセスアタッチ(ATTACH)メッセージとしても
よい。特に、コアネットワークノードは、MMEであってもよい。
【００５９】
　前述の説明において明らかにしたように、この実施形態では、OAM機器によって送信さ
れる第1のシグナリング追跡構成情報は、指定されるべきユーザー装置識別子を伝え、し
たがって、アクセスネットワークおよびコアネットワークが異なるOAM機器によって管理
されるシナリオであっても、コアネットワークノードは、アクセスネットワークのOAM機
器によって指定されるべきユーザー装置識別子を収集することもでき、それによって、ア
クセスネットワークのOAM機器は、シグナリングベースのシグナリング追跡構成を開始す
ることもでき、複数のシグナリング追跡構成モードが、選択のためにオペレータに与えら
れる。
【００６０】
（実施形態3）
　前述の実施形態で説明されている方法により、以下では例を用いて実施形態3から実施
形態5のさらに詳しい説明を行う。説明を簡単にするため、以下の実施形態では、第1のコ
アネットワークノードとサービングコアネットワークノードはMMEであること、また基地
局は進化型NodeBであることを仮定する。当然のことながら、このような方法は、MMEに類
似する機能を有するコアネットワークの他のネットワーク機器にも適用可能である。
【００６１】
　この実施形態では、進化型NodeBは、シグナリング追跡構成情報を進化型NodeBと接続さ
れているすべてのMMEに送信し、第1のシグナリング追跡構成情報および第2のシグナリン
グ追跡構成情報は、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータであることが
仮定される。
【００６２】
　図3に示されているように、詳しい方法は以下に示す通りとすることができる。
【００６３】
　説明を簡単にするため、図3において、MDTデータ収集を実行するための構成パラメータ
を単に構成パラメータと呼ぶ。
【００６４】
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　ステップ301:　アクセスネットワークのOAM機器がMDTに参加する特定のユーザー装置を
指定する必要がある場合、アクセスネットワークのOAM機器は、MDTを実行してデータを収
集するための構成パラメータを進化型NodeBに送信することができる。ここで、MDTを実行
してデータを収集するための構成パラメータは、IMSIまたはIMEIなどの、指定すべきユー
ザー装置識別子を伝える。
【００６５】
　指定されたユーザー装置は、1つまたは複数のユーザー装置であってもよいことに留意
されたい。すなわち、伝えられるユーザー装置識別子は、1つのユーザー装置識別子であ
ってもよく、またIMSIもしくはIMEIのリストなどの、ユーザー装置識別子のリストであっ
てもよい。
【００６６】
　ステップ302:　MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを受信した後、
進化型NodeBは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを、S1アプリケー
ションプロトコルメッセージを通じて進化型NodeBへのS1接続を有するすべてのMMEに送信
する。
【００６７】
　ステップ303:　eNBによって転送されたMDTを実行してデータを収集するための構成パラ
メータを受信した後、MMEは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを格
納するか、またはMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをMMEと接続され
ているHSSに転送するか、またはMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを
格納して、次いでMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをMMEと接続され
ているHSSに転送する。
【００６８】
　ステップ304:　MMEがMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをHSSに転
送する場合、HSSは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを格納し、次
いで、ユーザー装置によってネットワークがアクセスされるときに、従来技術で与えられ
るシグナリングベースのMDT構成モードに従ってMDTを実行して収集するための構成パラメ
ータを指定されたユーザー装置に割り当てる。例えば、詳細な動作は以下の通りとするこ
とができる。
【００６９】
　ユーザー装置がネットワークにアクセスするときに、ユーザー装置は、アタッチ要求を
ネットワークに送信し、HSS内のそれ自体の(すなわち、ユーザー装置の)位置情報を更新
する。HSSは、ユーザー装置識別子に従ってユーザー装置が追跡される必要があるかどう
かを確認する。すなわち、HSSは、ユーザー装置識別子が指定すべき格納されているユー
ザー装置識別子と一致しているかどうかを判定し、追跡が必要でない場合には、方法は終
了し、追跡が必要な場合には、HSSは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメ
ータをユーザー装置のサービングMMEに送信し、例えば、HSSは、位置更新応答メッセージ
でMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを伝えることによってMDTを実行
してデータを収集するための構成パラメータをユーザー装置のサービングMMEに送信する
ことができ、サービングMMEは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを
ユーザー装置のS1接続経路を通じてサービング進化型NodeBに送信する。ステップ305で説
明されているように、サービング進化型NodeBは、MDTを実行してデータを収集するための
構成パラメータをユーザー装置のS1接続経路を通じてユーザー装置に割り当て、ドライブ
テストデータ測定を実行するようにユーザー装置に指令する。
【００７０】
　シグナリングベースのMDT構成モードの処理については、従来技術を参照することがで
き、ここではこれ以上詳述しない。
【００７１】
　ステップ305:　MMEがMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをHSSに転
送しない場合、MMEは、ユーザー装置がネットワークにアクセスするときに以下の動作を
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直接的に実行することができる。
【００７２】
　(1)アクティブなユーザー装置の場合:
【００７３】
　MMEは、従来技術で与えられるシグナリングベースのMDT構成モードに従ってMDTを実行
してデータを収集するための構成パラメータを指定されたユーザー装置に割り当てる。例
えば、以下の動作を実行することができる。
【００７４】
　MMEそれ自体が、指定すべきユーザーのサービングMMEであると判定した場合に、MMEは
、ユーザーのS1接続を通じてTrace Start(追跡開始)メッセージなどのS1アプリケーショ
ンプロトコルメッセージをサービング進化型NodeBに送信し、S1アプリケーションプロト
コルメッセージは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを伝える。
【００７５】
　MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを受信した後、サービング進化
型NodeBは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをユーザー装置のS1接
続を通じてユーザー装置に割り当て、ドライブテストデータ測定を実行するようにユーザ
ー装置に指令する。
【００７６】
　この場合、MMEによってサービング進化型NodeBに送信される「MDTを実行してデータを
収集するための構成パラメータ」は、ユーザー装置識別子を伝えることはできず、サービ
ング進化型NodeBは、他の手段によって現在追跡されるべきユーザー装置を識別すること
ができることに留意されたい。例えば、ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置がネ
ットワークにアクセスするときに、サービング進化型NodeBは、進化型NodeB S1アプリケ
ーションプロトコルメッセージ識別子(eNB S1-AP ID)をユーザー装置に割り当て、eNB S1
-AP IDをユーザー装置のサービングMMEにS1アプリケーションプロトコルメッセージで通
知し、したがって、サービングMMEは、MMEアプリケーションプロトコルメッセージ識別子
(MME S1-AP ID)をユーザー装置に割り当て、MME S1-AP IDをサービング進化型NodeBにダ
ウンリンクS1アプリケーションプロトコルメッセージで通知する。このようにして、サー
ビングMMEが、その後、メッセージをサービング進化型NodeBに送信するときに、eNB S1-A
P IDは、このメッセージで伝えることができ、したがって、サービング進化型NodeBは、
どのユーザー装置に対してシグナリング追跡を実行するかを知る。
【００７７】
　(2)アイドル状態(IDLE)のユーザー装置の場合:
【００７８】
　ユーザー装置が、Service Request(ネットワークアクセスサービス要求)メッセージをM
MEに送信すると、MMEは、起動され(activated)、このときに、アクティブなMMEは、従来
技術で与えられるシグナリングベースのMDT構成モードに従ってMDTを実行してデータを収
集するための構成パラメータを指定されたユーザー装置に割り当てる。例えば、以下の動
作を実行することができる。
【００７９】
　アクティブなMMEは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを、ユーザ
ー装置をカバーする進化型NodeB、すなわち、サービング進化型NodeBに送信する。
【００８０】
　MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを受信した後、サービング進化
型NodeBは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをユーザー装置のS1接
続を通じてユーザー装置に割り当て、ドライブテストデータ測定を実行するようにユーザ
ー装置に指令する。
【００８１】
　この場合、MMEによってサービング進化型NodeBに送信される「MDTを実行してデータを
収集するための構成パラメータ」は、ユーザー装置識別子を伝えることはできず、サービ
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ング進化型NodeBは、他の手段によって現在追跡されるべきユーザー装置を識別すること
ができることに留意されたい。この実施形態におけるセクション(1)の説明を参照のこと
。
【００８２】
　(3)デタッチされた(DETACH)ユーザー装置の場合:
【００８３】
　ユーザー装置が、ATTACH(ネットワークアクセスアタッチ)メッセージをMMEに送信する
と、MMEは、起動され、このときに、アクティブなMMEは、従来技術で与えられるシグナリ
ングベースのMDT構成モードに従ってMDTを実行してデータを収集するための構成パラメー
タを指定されたユーザー装置に割り当てる。例えば、以下の動作を実行することができる
。
【００８４】
　アクティブなMMEは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを、ユーザ
ー装置をカバーする進化型NodeB、すなわち、サービング進化型NodeBに送信する。
【００８５】
　MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを受信した後、サービング進化
型NodeBは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをユーザー装置のS1接
続を通じてユーザー装置に割り当て、ドライブテストデータ測定を実行するようにユーザ
ー装置に指令する。
【００８６】
　その後、ユーザー装置は、ドライブテストデータ構成完了メッセージをサービング進化
型NodeBに送信することができ、ドライブテストデータをサービング進化型NodeBに報告す
る。サービング進化型NodeBは、ドライブテストデータを、解析、評価、または診断のた
めデータ収集エンティティに送信する。
【００８７】
　この場合、MMEによってサービング進化型NodeBに送信される「MDTを実行してデータを
収集するための構成パラメータ」は、ユーザー装置識別子を伝えることはできず、サービ
ング進化型NodeBは、他の手段によって現在追跡されるべきユーザー装置を識別すること
ができることに留意されたい。この実施形態におけるセクション(1)の説明を参照のこと
。
【００８８】
　それに加えて、説明を容易にするため、この実施形態では、MDTを実行してデータを収
集するための構成パラメータをMMEに送信する進化型NodeBは、サービング進化型NodeB(す
なわち、同じ進化型NodeB)であると仮定されている。当然のことながら、MDTを実行して
データを収集するための構成パラメータをMMEに送信する進化型NodeBは、サービング進化
型NodeBと異なる進化型NodeBであってもよい。
【００８９】
　それに加えて、MDTは、この実施形態では単に一例とみなされ、この方法は、従来のTra
ce(すなわち、シグナリング追跡)ソリューションにも適用可能であり、この場合、特に、
シグナリング追跡構成情報は、シグナリング追跡を実行するための構成パラメータである
と理解できることに留意すべきであるが、ここでさらに詳述することはしない。それに加
えて、Trace(すなわち、シグナリング追跡)ソリューションでは、サービング進化型NodeB
は、シグナリング追跡を実行するための構成パラメータをユーザー装置に割り当てる必要
はないことに留意すべきであるが、詳細については、従来技術を参照することができる。
【００９０】
　前述の説明において明らかにされているように、この実施形態では、OAM機器によって
送信されるMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータは、指定されるべきユ
ーザー装置識別子を伝え、したがって、アクセスネットワークおよびコアネットワークが
異なるOAM機器によって管理されるシナリオであっても、コアネットワークノードは、ア
クセスネットワークのOAM機器によって指定されるべきユーザー装置識別子を収集するこ
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ともでき、それによって、アクセスネットワークのOAM機器は、シグナリングベースのMDT
構成を開始することもでき、複数のMDT構成モードが、選択のためにオペレータに与えら
れる。
【００９１】
（実施形態4）
　この実施形態では、進化型NodeBは、シグナリング追跡構成情報を進化型NodeBと接続さ
れているすべてのMMEのうちの1つに送信し、追跡構成情報は、MDTを実行してデータを収
集するための構成パラメータであることが仮定される。
【００９２】
　図4に示されているように、詳しい方法は以下に示す通りとすることができる。
【００９３】
　説明を簡単にするため、図4において、MDTを実行してデータを収集するための構成パラ
メータを単に構成パラメータと呼ぶ。
【００９４】
　ステップ401:　アクセスネットワークのOAM機器がMDTに加わる特定のユーザー装置を指
定する必要がある場合、アクセスネットワークのOAM機器は、MDTを実行してデータを収集
するための構成パラメータを進化型NodeBに送信することができる。MDTを実行してデータ
を収集するための構成パラメータは、IMSIまたはIMEIなどの、指定すべきユーザー装置識
別子を伝える。
【００９５】
　指定されたユーザー装置は、1つまたは複数のユーザー装置であってもよいことに留意
されたい。すなわち、伝えられるユーザー装置識別子は、1つのユーザー装置識別子であ
ってもよく、またIMSIもしくはIMEIのリストなどの、ユーザー装置識別子のリストであっ
てもよい。
【００９６】
　ステップ402:　MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを受信した後、
進化型NodeBは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを、S1アプリケー
ションプロトコルメッセージを通じてランダムに進化型NodeBへのS1接続を有するすべて
のMMEのうちの1つに送信する。
【００９７】
　ステップ403:　進化型NodeBによって転送されたMDTを実行してデータを収集するための
構成パラメータを受信した後、MMEは、指定されたユーザー装置のコンテキストがMME内に
存在するかどうかを判断し、そのコンテキストが存在していれば、処理はステップ404に
進み、そのコンテキストが存在していなければ、処理はステップ405に進む。
【００９８】
　ステップ403は任意的である。ステップ403とは別に、進化型NodeBによって転送されたM
DTを実行してデータを収集するための構成パラメータを受信した後、MMEは、直接的に、M
DTを実行してデータを収集するための構成パラメータをHSSに転送することができ、HSSは
、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを格納し、次いで、従来技術で
与えられるシグナリングベースのMDT構成モードに従ってMDTを実行して収集するための構
成パラメータを指定されたユーザー装置に割り当てる。詳細については、実施形態3のス
テップ304を参照のこと。
【００９９】
　ステップ404:　指定されたユーザー装置のコンテキストがMME内に存在する場合に、MME
は、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを格納する。
【０１００】
　この場合、MMEは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを、MMEと接
続されているHSSに転送しても、またはMDTを実行してデータを収集するための構成パラメ
ータをMMEと接続されているHSSにいっさい転送しなくてもよい。
【０１０１】
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　MMEがMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをHSSに転送する場合、HSS
は、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを格納し、次いで、ユーザー
装置によってネットワークがアクセスされるときに、従来技術で与えられるシグナリング
ベースのMDT構成モードに従ってMDTを実行して収集するための構成パラメータを指定され
たユーザー装置に割り当てる。詳細については、実施形態3のステップ304を参照のこと。
【０１０２】
　MMEがMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをHSSに転送しない場合、
以下の動作を実行することができる。
【０１０３】
　(1)アクティブなユーザー装置の場合:
【０１０４】
　MMEは、従来技術で与えられるシグナリングベースのMDT構成モードに従ってMDTを実行
して収集するための構成パラメータを指定されたユーザー装置に割り当てる。例えば、以
下の動作を実行することができる。
【０１０５】
　MMEそれ自体が、指定すべきユーザーのサービングMMEであると判定した場合に、MMEは
、ユーザーのS1接続を通じてTrace Start(追跡開始)メッセージなどのS1アプリケーショ
ンプロトコルメッセージをサービング進化型NodeBに送信し、S1アプリケーションプロト
コルメッセージは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを伝える。
【０１０６】
　MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを受信した後、サービング進化
型NodeBは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをユーザー装置のS1接
続を通じてユーザー装置に割り当て、ドライブテストデータ測定を実行するようにユーザ
ー装置に指令する。
【０１０７】
　この場合、MMEによってサービング進化型NodeBに送信される「MDTを実行してデータを
収集するための構成パラメータ」は、ユーザー装置識別子を伝えることはできず、サービ
ング進化型NodeBは、他の手段によって現在追跡されるべきユーザー装置を識別すること
ができることに留意されたい。実施形態3におけるセクション(1)の説明を参照のこと。
【０１０８】
　(2)アイドル状態(IDLE)のユーザー装置の場合:
【０１０９】
　ユーザー装置が、Service Request NASメッセージをMMEに送信するときに、MMEが、起
動され、このとき、アクティブなMMEは、従来技術で与えられるシグナリングベースのMDT
構成モードに従ってMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを指定された
ユーザー装置に割り当てる。例えば、以下の動作を実行することができる。
【０１１０】
　アクティブなMMEは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを、ユーザ
ー装置をカバーする進化型NodeB、すなわち、サービング進化型NodeBに送信する。
【０１１１】
　MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを受信した後、サービング進化
型NodeBは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをユーザー装置の専用
S1接続を通じてユーザー装置に割り当て、ドライブテストデータ測定を実行するようにユ
ーザー装置に指令する。
【０１１２】
　MDTデータ収集を実行するための構成パラメータを受信した後、サービング進化型NodeB
は、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをユーザー装置の専用S1接続
を通じてユーザー装置に割り当て、ドライブテストデータ測定を実行するようにユーザー
装置に指令する。
【０１１３】
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　この場合、MMEによってサービング進化型NodeBに送信される「MDTを実行してデータを
収集するための構成パラメータ」は、ユーザー装置識別子を伝えることはできず、サービ
ング進化型NodeBは、他の手段によって現在追跡されるべきユーザー装置を識別すること
ができることに留意されたい。実施形態3におけるセクション(1)の説明を参照のこと。
【０１１４】
　ステップ405:　指定されたユーザー装置のコンテキストがいっさい、MME内に存在しな
い場合、MMEは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをMMEと接続され
ているHSSに転送し、次いでステップ406を実行する。
【０１１５】
　ステップ406:　HSSは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを格納し
、次いで、ユーザー装置によってネットワークがアクセスされるときに、従来技術で与え
られるシグナリングベースのMDT構成モードに従ってMDTを実行してデータを収集するため
の構成パラメータを指定されたユーザー装置に割り当てる。詳細については、実施形態3
のステップ304を参照のこと。
【０１１６】
　その後、ユーザー装置は、ドライブテストデータ構成完了メッセージをサービング進化
型NodeBに送信することができ、ドライブテストデータをサービング進化型NodeBに報告す
る。サービング進化型NodeBは、ドライブテストデータを、解析、評価、または診断のた
めデータ収集エンティティに送信する。
【０１１７】
　この実施形態の説明を容易にするため、MDTを実行してデータを収集するための構成パ
ラメータをMMEに送信する進化型NodeBは、サービング進化型NodeB(すなわち、同じ進化型
NodeB)であると仮定されていることに留意されたい。当然のことながら、MDTを実行して
データを収集するための構成パラメータをMMEに送信する進化型NodeBは、サービング進化
型NodeBと異なる進化型NodeBであってもよい。
【０１１８】
　それに加えて、MDTは、この実施形態では単に一例とみなされ、この方法は、従来のTra
ce(すなわち、シグナリング追跡)ソリューションにも適用可能であり、この場合、特に、
シグナリング追跡構成情報は、シグナリング追跡を実行するための構成パラメータである
と理解できることに留意すべきであるが、ここでさらに詳述することはしない。それに加
えて、Trace(すなわち、シグナリング追跡)ソリューションでは、進化型NodeBは、シグナ
リング追跡を実行するための構成パラメータをユーザー装置に割り当てる必要はないこと
に留意すべきであるが、詳細については、従来技術を参照することができる。
【０１１９】
　前述の説明において明らかにされているように、この実施形態では、OAM機器によって
送信されるMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータは、指定されるべきユ
ーザー装置識別子を伝え、したがって、アクセスネットワークおよびコアネットワークが
異なるOAM機器によって管理されるシナリオであっても、コアネットワークノードは、ア
クセスネットワークのOAM機器によって指定されるべきユーザー装置識別子を収集するこ
ともでき、それにより、アクセスネットワークのOAM機器は、シグナリングベースのMDT構
成を開始することもでき、複数のMDT構成モードが、選択できるようにオペレータに与え
られる。
【０１２０】
（実施形態5）
　実施形態4と同様に、この実施形態でも、進化型NodeBは、シグナリング追跡構成情報を
進化型NodeBと接続されているすべてのMMEのうちの1つに送信すると仮定する。この実施
形態は、MMEが受信したシグナリング追跡構成情報をHSSではなくサービングMMEに送信す
るという点で実施形態4と異なる。
【０１２１】
　シグナリング追跡構成情報が図5に示されているようにMDTを実行してデータを収集する
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ための構成パラメータであると仮定すると、詳細な方法は以下の通りとすることができる
。
【０１２２】
　説明を容易にするため、図5において、MDTを実行してデータを収集するための構成パラ
メータを単に構成パラメータと呼ぶ。
【０１２３】
　ステップ501:　アクセスネットワークのOAM機器がMDTに加わる特定のユーザー装置を指
定する必要がある場合、アクセスネットワークのOAM機器は、MDTを実行してデータを収集
するための構成パラメータなどのシグナリング追跡構成情報を進化型NodeBに送信するこ
とができる。MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータは、IMSIまたはIMEI
などの、指定すべきユーザー装置識別子を伝える。
【０１２４】
　指定されたユーザー装置は、1つまたは複数のユーザー装置であってもよいことに留意
されたい。すなわち、伝えられるユーザー装置識別子は、1つのユーザー装置識別子であ
ってもよく、またIMSIもしくはIMEIのリストなどの、ユーザー装置識別子のリストであっ
てもよい。
【０１２５】
　ステップ502:　MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを受信した後、
進化型NodeBは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを、S1アプリケー
ションプロトコルメッセージを通じてランダムに進化型NodeBとのS1接続を有するすべて
のMMEのうちの1つに送信する。
【０１２６】
　ステップ503:　進化型NodeBによって転送されたMDTを実行してデータを収集するための
構成パラメータを受信した後、MMEは、指定されたユーザー装置のコンテキストがMME内に
存在するかどうかを判断し、そのコンテキストが存在していれば、処理はステップ504に
進み、そのコンテキストが存在していなければ、処理はステップ505に進む。
【０１２７】
　ステップ504:　指定されたユーザー装置のコンテキストがMME内に存在する場合に、MME
は、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを格納する。
【０１２８】
　この場合、MMEは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを、MMEと接
続されているHSSに転送しても、またはMDTを実行してデータを収集するための構成パラメ
ータをMMEと接続されているHSSにいっさい転送しなくてもよい。
【０１２９】
　MMEがMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをHSSに転送する場合、HSS
は、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを格納し、次いで、ユーザー
装置によってネットワークがアクセスされるときに、従来技術で与えられるシグナリング
ベースのMDT構成モードに従ってMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを
指定されたユーザー装置に割り当てる。詳細については、実施形態3のステップ304を参照
のこと。
【０１３０】
　MMEがMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをHSSに転送しない場合、
以下の動作を実行することができる。
【０１３１】
　(1)アクティブなユーザー装置の場合:
【０１３２】
　MMEは、従来技術で与えられるシグナリングベースのMDT構成モードに従ってMDTを実行
してデータを収集するための構成パラメータを指定されたユーザー装置に割り当てる。例
えば、以下の動作を実行することができる。
【０１３３】
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　MMEそれ自体が、指定すべきユーザーのサービングMMEであると判定した場合に、MMEは
、ユーザーの専用S1接続を通じてTrace Start(追跡開始)メッセージなどのS1アプリケー
ションプロトコルメッセージをサービング進化型NodeBに送信し、S1アプリケーションプ
ロトコルメッセージは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを伝える
。
【０１３４】
　MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを受信した後、進化型NodeBは、
MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをユーザー装置の専用S1接続を通
じてユーザー装置に割り当て、ドライブテストデータ測定を実行するようにユーザー装置
に指令する。
【０１３５】
　この場合、MMEによってサービング進化型NodeBに送信される「MDTを実行してデータを
収集するための構成パラメータ」は、ユーザー装置識別子を伝えることはできず、サービ
ング進化型NodeBは、他の手段によって現在追跡されるべきユーザー装置を識別すること
ができることに留意されたい。実施形態3におけるセクション(1)の説明を参照のこと。
【０１３６】
　(2)アイドル状態(IDLE)のユーザー装置の場合:
【０１３７】
　MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータは、従来技術で与えられるシグ
ナリングベースのMDT構成モードに従って指定されたユーザー装置に割り当てられる。例
えば、以下の動作を実行することができる。
【０１３８】
　ユーザー装置が、Service Request NASメッセージをMMEに送信するときに、MMEがアク
ティベートされる。この場合、アクティブなMMEは、MDTを実行してデータを収集するため
の構成パラメータを、ユーザー装置をカバーする進化型NodeB、すなわち、サービング進
化型NodeBに送信する。
【０１３９】
　MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータを受信した後、サービング進化
型NodeBは、MDTを実行してデータを収集するための構成パラメータをユーザー装置の専用
S1接続を通じてユーザー装置に割り当て、ドライブテストデータ測定を実行するようにユ
ーザー装置に指令する。
【０１４０】
　この場合、MMEによってサービング進化型NodeBに送信される「MDTを実行してデータを
収集するための構成パラメータ」は、ユーザー装置識別子を伝えることはできず、サービ
ング進化型NodeBは、他の手段によって現在追跡されるべきユーザー装置を識別すること
ができることに留意されたい。実施形態3におけるセクション(1)の説明を参照のこと。
【０１４１】
　ステップ505:　指定されたユーザー装置のコンテキストがいっさい、MME内に存在しな
い場合、MMEは、サービングMME識別子と称される、指定されたユーザー装置のサービング
MMEのMME識別子をHSSから取得し、次いでステップ506を実行する。
【０１４２】
　ステップ506:　HSSはサービングMME識別子をMMEに送信し、次いでステップ507を実行す
る。
【０１４３】
　ステップ507:　サービングMME識別子を受信した後、MMEは、MDTを実行してデータを収
集するための構成パラメータをサービングMME識別子に対応するMME(すなわち、指定され
たユーザー装置のサービングMME)に送信し、MDTを実行してデータを収集するための構成
パラメータを受信した後、サービングMMEは、MDTを実行してデータを収集するための構成
パラメータを格納する。その後、ユーザー装置がネットワークにアクセスするときに、ス
テップ504のセクション(1)または(2)で説明されている動作が実行される。
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【０１４４】
　その後、ユーザー装置は、ドライブテストデータ構成完了メッセージをサービング進化
型NodeBに送信することができ、ドライブテストデータをサービング進化型NodeBに報告す
る。サービング進化型NodeBは、ドライブテストデータを、解析、評価、または診断のた
めデータ収集エンティティに送信する。
【０１４５】
　この実施形態の説明を容易にするため、MDTを実行してデータを収集するための構成パ
ラメータをMMEに送信する進化型NodeBは、サービング進化型NodeB(すなわち、同じ進化型
NodeB)であると仮定されていることに留意されたい。当然のことながら、MDTを実行して
データを収集するための構成パラメータをMMEに送信する進化型NodeBは、サービング進化
型NodeBと異なる進化型NodeBであってもよい。
【０１４６】
　それに加えて、MDTは、この実施形態では単に一例とみなされ、この方法は、従来のTra
ce(すなわち、シグナリング追跡)ソリューションにも適用可能であり、この場合、特に、
シグナリング追跡構成情報は、シグナリング追跡を実行するための構成パラメータである
と理解できることに留意すべきであるが、ここでさらに詳述することはしない。それに加
えて、Trace(すなわち、シグナリング追跡)ソリューションでは、進化型NodeBは、シグナ
リング追跡を実行するための構成パラメータをユーザー装置に割り当てる必要はないこと
に留意すべきであるが、詳細については、従来技術を参照することができる。
【０１４７】
　前述の説明において明らかにされているように、この実施形態では、OAM機器によって
送信されるMDTを実行してデータを収集するための構成パラメータは、指定されるべきユ
ーザー装置識別子を伝える。したがって、アクセスネットワークおよびコアネットワーク
が異なるOAM機器によって管理されるシナリオであっても、コアネットワークノードは、
アクセスネットワークのOAM機器によって指定されるべきユーザー装置識別子を収集する
こともでき、それによって、アクセスネットワークのOAM機器は、シグナリングベースのM
DT構成を開始することもでき、複数のMDT構成モードが、選択のためにオペレータに与え
られる。
【０１４８】
（実施形態6）
　前述の方法をよりよく実施するために、基地局が本発明の実施形態において対応して提
供される。図6に示されているように、基地局は、収集ユニット601、送信ユニット602、
受信ユニット603、および開始ユニット604を備える。
【０１４９】
　収集ユニット601は、OAM機器によって送信される第1のシグナリング追跡構成情報を受
信するように構成され、第1のシグナリング追跡構成情報は、ユーザー装置識別子に対応
するユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始するために使用することができ、第1
のシグナリング追跡構成情報は、IMSIまたはIMEIなどのユーザー装置識別子を伝える。
【０１５０】
　少なくとも1つのユーザー装置識別子が伝えられる、すなわち、この伝えられるユーザ
ー装置識別子は、1つのユーザー装置識別子であっても、またIMSIまたはIMEIのリストな
どのユーザー装置識別子のリストであってもよい。
【０１５１】
　送信ユニット602は、収集ユニット601によって受信された第1のシグナリング追跡構成
情報を第1のコアネットワークノードに送信するように構成されている。
【０１５２】
　受信ユニット603は、サービングコアネットワークノードによって送信される第2のシグ
ナリング追跡構成情報を受信するように構成され、第2のシグナリング追跡構成情報は第1
のコアネットワークノードによって提供される第1のシグナリング追跡構成情報に従って
サービングコアネットワークノードによって取得される。
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【０１５３】
　例えば、ユーザー装置がアクティブであるときに、受信ユニット603は、直接的にサー
ビングコアネットワークノードによって送信される第2のシグナリング追跡構成情報を受
信するステップを実行することができる。そうでなければ、ユーザー装置がアクティブで
ない。例えば、ユーザー装置がアイドル状態であるか、またはデタッチされている場合に
、受信ユニット603は、第1のシグナリング追跡構成情報で伝えられるユーザー装置識別子
に対応するユーザー装置がネットワークにアクセスするときにサービングコアネットワー
クノードによって送信された第2のシグナリング追跡構成情報を受信するステップを実行
する。
【０１５４】
　開始ユニット604は、受信ユニットによって受信された第2のシグナリング追跡構成情報
に従ってユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始するように構成されている。
【０１５５】
　特に、送信ユニット602は、第1のシグナリング追跡構成情報を基地局それ自体と接続さ
れている第1のコアネットワークノードに送信することができ、また第1のシグナリング追
跡構成情報を基地局それ自体と接続されている少なくとも1つの第1のコアネットワークノ
ードに送信することもできる。すなわち、以下の通りである。
【０１５６】
　送信ユニット602は、第1のシグナリング追跡構成情報を基地局それ自体と接続されてい
る第1のコアネットワークノードに送信するように特に構成されており、したがって、第1
のコアネットワークノードは、第1のシグナリング追跡構成情報を格納し、その第1のシグ
ナリング追跡構成情報をHLRまたはHSSに転送し、または、その第1のシグナリング追跡構
成情報を格納し、かつ、その第1のシグナリング追跡構成情報をHLRまたはHSSに転送する
。すなわち、第1のシグナリング追跡構成情報を受信した後、コアネットワークノードは
、第1のシグナリング追跡構成情報を直接的に格納することができ、また、第1のシグナリ
ング追跡構成情報をHLRまたはHSSに直接的に転送することもでき、または、第1のシグナ
リング追跡構成情報を前処理し、次いでHLRまたはHSSに転送するかどうかを決めることも
できる。例えば、第1のコアネットワークノードは、指定すべきユーザー装置のコンテキ
ストがコアネットワークノード内に存在するかどうかを判定することができる。そのコン
テキストが存在する場合に、第1のコアネットワークノードがユーザー装置のサービング
コアネットワークノードであることを示し、それにより、第1のコアネットワークノード
は、第1のシグナリング追跡構成情報を格納する。ある実施形態において、そのコンテキ
ストが存在しない場合、第1のコアネットワークノードがユーザー装置のサービングコア
ネットワークノードでないことを示し、それにより、第1のコアネットワークノードは、
第1のシグナリング追跡構成情報をHSSまたはHLRに転送する。
【０１５７】
　あるいは、送信ユニット602は、第1のシグナリング追跡構成情報を基地局それ自体と接
続されている少なくとも1つの第1のコアネットワークノードに送信するように特に構成さ
れている。したがって、第1のシグナリング追跡構成情報を受信した第1のコアネットワー
クノードは、第1のシグナリング追跡構成情報を処理する。この処理は、ユーザー装置の
コンテキストが第1のシグナリング追跡構成情報を受信した第1のコアネットワークノード
内に存在する場合に、第1のシグナリング追跡構成情報を受信した第1のコアネットワーク
ノードは、第1のシグナリング追跡構成情報を格納すること、または、ユーザー装置のコ
ンテキストが第1のシグナリング追跡構成情報を受信した第1のコアネットワークノード内
に存在しない場合に、第1のシグナリング追跡構成情報を受信した第1のコアネットワーク
ノードは、第1のシグナリング追跡構成情報をHSSもしくはHLRまたはユーザー装置のサー
ビングコアネットワークノードに転送すること、を含む。
【０１５８】
　第1のシグナリング追跡構成情報および第2のシグナリング追跡構成情報は、シグナリン
グ追跡を実行するための構成パラメータ、MDTを実行してデータを収集するための構成パ
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ラメータ、またはそのいずれも含み得る。それに加えて、第1のコアネットワークノード
およびサービングコアネットワークノードは、同じコアネットワークノードであっても、
また異なるコアネットワークノードであってもよい。
【０１５９】
　第2のシグナリング追跡構成情報は、従来技術のシグナリング追跡構成情報と同じであ
り、第2のシグナリング追跡構成情報は、第1のシグナリング追跡構成情報と、第1のシグ
ナリング追跡構成情報はユーザー装置識別子を伝える一方で、第2のシグナリング追跡構
成情報はユーザー装置識別子を伝える場合とユーザー装置識別子を伝えない場合とがある
という点で異なることに留意されたい。
【０１６０】
　前述のユニットの詳細な実装については、前述の実施形態を参照のこと。ここではさら
に詳述しない。
【０１６１】
　前述の説明において明らかにされているように、この実施形態の基地局の収集ユニット
601は、OAM機器によって送信される第1のシグナリング追跡構成情報を受信することがで
き、第1のシグナリング追跡構成情報がユーザー装置識別子を伝える。次いで、送信ユニ
ット602が第1のシグナリング追跡構成情報を第1のコアネットワークノードに送信し、し
たがって、シグナリング追跡が必要な場合に、シグナリングベースのMDT構成を開始する
ために第2のシグナリング追跡構成情報が第1のシグナリング追跡構成情報に従ってサービ
ング基地局に提供される。このようにして、アクセスネットワークおよびコアネットワー
クが異なるOAM機器によって管理されるシナリオであっても、アクセスネットワークのOAM
機器は、シグナリングベースのMDT構成を開始することもでき、複数のMDT構成モードが、
選択のためにオペレータに与えられる。
【０１６２】
　基地局の他の種類の構造および機能については、前述の方法の実施形態における説明を
参照のこと。
【０１６３】
（実施形態7）
　それに対応して、本発明の実施形態は、コアネットワーク機器も提供し、このコアネッ
トワーク機器は、本発明の実施形態における第1のコアネットワークノードとして役割を
果たすことができる。図7aに示されているように、コアネットワーク機器は、受信ユニッ
ト701と処理ユニット702とを備える。
【０１６４】
　受信ユニット701は、基地局によって送信される第1のシグナリング追跡構成情報を受信
するように構成され、第1のシグナリング追跡構成情報は、IMSIまたはIMEIなどのユーザ
ー装置識別子を伝える。
【０１６５】
　少なくとも1つのユーザー装置識別子が伝えられる、すなわち、この伝えられるユーザ
ー装置識別子は、1つのユーザー装置識別子であっても、またIMSIまたはIMEIのリストな
どのユーザー装置識別子のリストであってもよい。
【０１６６】
　処理ユニット702は、受信ユニット701によって受信された第1のシグナリング追跡構成
情報をサービングコアネットワークノードに提供するように構成され、それにより、サー
ビングコアネットワークノードは第1のシグナリング追跡構成情報に従って第2のシグナリ
ング追跡構成情報をサービング基地局に提供し、ユーザー装置識別子に対応するユーザー
装置に対するシグナリング追跡を開始する。
【０１６７】
　例えば、処理ユニット702は、特に、受信ユニット701によって受信された第1のシグナ
リング追跡構成情報を格納する動作、受信ユニット701によって受信された第1のシグナリ
ング追跡構成情報をHLRもしくはHSSに転送する動作、または受信ユニット701によって受
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信された第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークノードに送信す
る動作のうちの少なくとも1つを実行するように構成され、それにより、第1のシグナリン
グ追跡構成情報を、ユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始するためにサービング
基地局に提供することができる。詳細については、図2を参照のこと。ここではさらに詳
述しない。
【０１６８】
　図7bに示されているように、コアネットワーク機器は、判定ユニット703を備える。
【０１６９】
　判定ユニット703は、ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置のコンテキストがコ
アネットワーク機器内に存在すると判定するように構成され、かつ、
【０１７０】
　処理ユニット702は、判定ユニット703が、ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置
のコンテキストがコアネットワーク機器内に存在すると判定した場合に第1のシグナリン
グ追跡構成情報を格納するように特に構成されている。または、
【０１７１】
　判定ユニット703は、ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置のコンテキストがコ
アネットワーク機器内に存在しないと判定するように構成され、かつ、
【０１７２】
　処理ユニット702は、第1のシグナリング追跡構成情報をHSSもしくはHLRに転送してHSS
もしくはHLRが第1のシグナリング追跡構成情報を格納できるように特に構成されている。
または、
【０１７３】
　判定ユニット703は、ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置のコンテキストがコ
アネットワーク機器内に存在しないと判定し、かつ、
【０１７４】
　処理ユニット702は、HSSもしくはHLRから指定されたユーザー装置のサービングコアネ
ットワークノード識別子を取得し、サービングコアネットワークノード識別子に従って第
1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークノードに転送し、サービン
グコアネットワークノードが第1のシグナリング追跡構成情報を格納するように特に構成
されている。詳細については、前述の方法の実施形態を参照のこと。ここではさらに詳述
しない。
【０１７５】
　図7bに示されているように、コアネットワーク機器は、取得ユニット704、第1の構成ユ
ニット705、および第2の構成ユニット706をさらに備えることができる。
【０１７６】
　取得ユニット704は、サービングコアネットワークノードとして使用される場合に、第1
のシグナリング追跡構成情報を取得するように構成されている。
【０１７７】
　第1の構成ユニット705は、ユーザー装置がアクティブであるときに第1のシグナリング
追跡構成情報に従って第2のシグナリング追跡構成情報を取得し、ユーザー装置のS1接続
を通じて基地局に第2のシグナリング追跡構成情報を伝えるS1アプリケーションプロトコ
ルメッセージを送信するように構成されている。
【０１７８】
　第2の構成ユニット706は、ユーザー装置がアイドル状態であるか、またはデタッチされ
ているときにユーザー装置によって送信されたアクティベーションメッセージを受信した
後に第1のシグナリング追跡構成情報に従って第2のシグナリング追跡構成情報を取得し、
ユーザー装置のS1接続を通じて基地局に第2のシグナリング追跡構成情報を伝えるS1アプ
リケーションプロトコルメッセージを送信するように構成されている。
【０１７９】
　第1のシグナリング追跡構成情報および第2のシグナリング追跡構成情報は、シグナリン
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グ追跡を実行するための構成パラメータ、MDTを実行してデータを収集するための構成パ
ラメータ、または、そのいずれも含み得る。それに加えて、第2のシグナリング追跡構成
情報は、従来技術による従来技術のシグナリング追跡構成情報と同じであり、第2のシグ
ナリング追跡構成情報は、第1のシグナリング追跡構成情報と、第1のシグナリング追跡構
成情報はユーザー装置識別子を伝える一方で、第2のシグナリング追跡構成情報はユーザ
ー装置識別子を伝える場合とユーザー装置識別子を伝えない場合とがあるという点で異な
ることに留意されたい。
【０１８０】
　前述のユニットの詳細な実装については、前述の方法の実施形態を参照のこと。ここで
はさらに詳述しない。
【０１８１】
　特に、コアネットワーク機器は、MMEであってもよい。
【０１８２】
　前述の説明において明らかにされているように、この実施形態におけるコアネットワー
クデバイスの受信ユニット701は、基地局を通じて間接的にアクセスネットワークのOAM機
器によって送信された指定されたユーザー装置識別子を伝える第1のシグナリング追跡構
成情報を取得することができる。したがって、アクセスネットワークおよびコアネットワ
ークが異なるOAM機器によって管理されるシナリオであっても、アクセスネットワークのO
AM機器は、シグナリングベースのMDT構成を開始することもでき、複数のMDT構成モードが
、選択のためにオペレータに与えられる。
【０１８３】
　コアネットワークノードの他の種類の構造および機能については、前述の方法の実施形
態における説明を参照のこと。
【０１８４】
（実施形態8）
　それに対応して、本発明の実施形態において提供される任意の基地局および任意のコア
ネットワーク機器を含む通信システムも、本発明の実施形態は提供し、ここで、コアネッ
トワーク機器は、第1のコアネットワークノードとしての役割を果たす。
【０１８５】
　基地局は、OAM機器によって送信される指定されるべきユーザー装置識別子を伝える第1
のシグナリング追跡構成情報を受信し、第1のシグナリング追跡構成情報を第1のコアネッ
トワーク機器に送信し、サービングコアネットワークノードによって送信される第2のシ
グナリング追跡構成情報を受信し、サービングコアネットワークノードによって送信され
る第2のシグナリング追跡構成情報に従ってユーザー装置に対するシグナリング追跡を開
始するように構成されている。第1のシグナリング追跡構成情報は、ユーザー装置識別子
に対応するユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始するために使用され、第2のシ
グナリング追跡構成情報は、第1のコアネットワークノードによって提供される第1のシグ
ナリング追跡構成情報に従ってサービングコアネットワークノードによって取得される。
【０１８６】
　コアネットワーク機器は、基地局によって送信される指定されるべきユーザー装置識別
子を伝える第1のシグナリング追跡構成情報を受信し、第1のシグナリング追跡構成情報を
サービングコアネットワークノードに提供するように構成される。それにより、サービン
グコアネットワークノードが、第1のシグナリング追跡構成情報に従って第2のシグナリン
グ追跡構成情報をサービング基地局に提供して、ユーザー装置識別子に対応するユーザー
装置に対するシグナリング追跡を開始する。
【０１８７】
　例えば、第1のシグナリング追跡構成情報を受信した後、コアネットワーク機器は、第1
のシグナリング追跡構成情報を格納し、その第1のシグナリング追跡構成情報をHLRもしく
はHSSに転送するか、もしくはその第１のシグナリング追跡構成情報を格納し、かつHLRも
しくはHSSに転送するか、または第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネット
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ワーク機器(すなわち、サービングコアネットワークノードとして機能する機器)に転送し
て、ユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始するようにすることができる。例えば
、ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置がネットワークにアクセスするときに、サ
ービングコアネットワークノードは、第2のシグナリング追跡構成情報をサービング基地
局に送信し、ユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始する。
【０１８８】
　通信システムは、HSSまたはHLRをさらに備えることができる。
【０１８９】
　HSSまたはHLRは、コアネットワーク機器によって送信される第1のシグナリング追跡構
成情報を受信し、第1のシグナリング追跡構成情報を格納するように構成されている。
【０１９０】
　HSSまたはHLRは、第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークノー
ド(すなわち、サービングコアネットワーク機器)に提供するようにさらに構成されている
。
【０１９１】
　特に、ユーザー装置識別子は、IMSIまたはIMEIなどであってもよい。伝えられるユーザ
ー装置識別子は、1つのユーザー装置識別子であっても、IMSIまたはIMEIのリストなどの
複数のユーザー装置識別子を含むリストであってもよい。
【０１９２】
　第1のシグナリング追跡構成情報および第2のシグナリング追跡構成情報は、シグナリン
グ追跡を実行するための構成パラメータ、MDTを実行してデータを収集するための構成パ
ラメータ、または、そのいずれも含み得る。第2のシグナリング追跡構成情報は、従来技
術による従来技術のシグナリング追跡構成情報と同じであり、第2のシグナリング追跡構
成情報は、第1のシグナリング追跡構成情報と、第1のシグナリング追跡構成情報はユーザ
ー装置識別子を伝える一方で、第2のシグナリング追跡構成情報はユーザー装置識別子を
伝える場合とユーザー装置識別子を伝えない場合とがあるという点で異なることに留意さ
れたい。
【０１９３】
　前述の機器の詳細な実装については、前述の方法の実施形態を参照のこと。ここではさ
らに詳述しない。
【０１９４】
　前述の説明において明らかにされているように、この実施形態における通信システムで
は、OAM機器によって送信される第1のシグナリング追跡構成情報は、指定されるべきユー
ザー装置識別子を伝える。したがって、アクセスネットワークおよびコアネットワークが
異なるOAM機器によって管理されるシナリオであっても、コアネットワーク機器は、アク
セスネットワークのOAM機器によって指定されるべきユーザー装置識別子を収集すること
もできる。それによって、アクセスネットワークのOAM機器は、シグナリングベースのMDT
構成を開始することもでき、複数のMDT構成モードが、選択のためにオペレータに与えら
れる。
【０１９５】
　システムの他の種類の構造および機能については、前述の方法の実施形態における説明
を参照のこと。
【０１９６】
　当業者であれば、本発明の実施形態における方法のステップの全部または一部は、関連
するハードウェアに命令を送るプログラムによって実装され得ることを理解するであろう
。プログラムは、コンピュータ可読記憶媒体に格納することができる。記憶媒体は、リー
ドオンリーメモリ(ROM: Read Only Memory)、ランダムアクセスメモリ(RAM: Random Acce
ss Memory)、磁気ディスク、または光ディスクなどとすることができる。
【０１９７】
　本発明のいくつかの実施形態によるシグナリング追跡の方法、装置、およびシステムが
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上記で詳述されている。本発明の原理および実装の方法を例証するためにいくつかの例が
使用されている。上記の実施形態に関する説明は、本発明の方法およびその核心の考え方
を理解することを容易にするためにのみ述べられている。当業者であれば、本発明の核心
の考え方に従って特定の実装形態および用途の範囲に対しさまざまな修正および変更を加
えることができる。結論として、本明細書の説明内容は、本発明を限定するものとして解
釈すべきでない。
【符号の説明】
【０１９８】
　601　収集ユニット
　602　送信ユニット
　603　受信ユニット
　604　開始ユニット
　701　受信ユニット
　702　処理ユニット
　703　判定ユニット
　704　取得ユニット
　705　第1の構成ユニット
　706　第2の構成ユニット

【図１ａ】

【図１ｂ】

【図１ｃ】
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【図２】 【図３】

【図４】 【図５】
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【図６】

【図７ａ】

【図７ｂ】

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月1日(2013.11.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　運用管理保守(OAM)機器によって送信され、ユーザー装置識別子を伝え、前記ユーザー
装置識別子に対応するユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始するために使用され
る第1のシグナリング追跡構成情報を受信することと、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を第１のコアネットワークノードに送信すること
と、
　サービングコアネットワークノードによって送信され、前記第1のコアネットワークノ
ードによって提供される前記第1のシグナリング追跡構成情報に従って前記サービングコ
アネットワークノードによって取得される第2のシグナリング追跡構成情報を受信するこ
とと、
　前記サービングコアネットワークノードによって送信された前記第2のシグナリング追
跡構成情報に従って前記ユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始することと、
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　を含むシグナリング追跡方法。
【請求項２】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記第1のコアネットワークノードに送信するこ
とは、
　前記第1のコアネットワークノードが前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納するよ
うに、基地局によって前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記基地局と接続されてい
る前記第1のコアネットワークノードに送信すること、
　前記第1のコアネットワークノードが前記第1のシグナリング追跡構成情報をホームロケ
ーションレジスタ(HLR)またはホーム加入者サーバー(HSS)に転送するように、前記基地局
によって、前記第１のシグナリング追跡構成情報を前記基地局と接続されている前記第1
のコアネットワークノードに送信すること、または、
　前記第1のコアネットワークノードが前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納し、か
つ前記第1のコアネットワークノードが前記第1のシグナリング追跡構成情報をホームロケ
ーションレジスタまたはホーム加入者サーバーに転送するように、前記基地局によって、
前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記基地局と接続されている前記第1のコアネット
ワークノードに送信すること、
　を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記第1のコアネットワークノードに送信するこ
とは、
　基地局によって、構成情報を前記基地局と接続されている少なくとも1つの第1のコアネ
ットワークノードに送信することであって、それにより、前記第1のシグナリング追跡構
成情報を受信した前記第1のコアネットワークノードが前記第1のシグナリング追跡構成情
報を処理するようにし、
　前記処理は、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を受信した前記第1のコアネットワークノードによ
って、前記ユーザー装置のコンテキストが前記第1のシグナリング追跡構成情報を受信し
た前記第1のコアネットワークノード内に存在する場合に前記第1のシグナリング追跡構成
情報を格納すること、
　を含む請求項1に記載の方法。
【請求項４】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記第1のコアネットワークノードに送信するこ
とは、
　基地局によって、前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記基地局と接続されている
少なくとも1つの第1のコアネットワークノードに送信して、前記第1のシグナリング追跡
構成情報を受信した前記第1のコアネットワークノードが前記シグナリング追跡構成情報
を処理するようにし、
　前記処理は、
　前記ユーザー装置のコンテキストが前記第1のシグナリング追跡構成情報を受信した前
記第1のコアネットワークノード内に存在しない場合に、前記第1のシグナリング追跡構成
情報を受信した前記第1のコアネットワークノードによって、前記第1のシグナリング追跡
構成情報をホームロケーションレジスタもしくはホーム加入者サーバーまたは前記ユーザ
ー装置の前記サービングコアネットワークノードに転送すること、
　を含む請求項1に記載の方法。
【請求項５】
　前記第1のコアネットワークノードおよび前記サービングコアネットワークノードはい
ずれもモビリティ管理エンティティ(MME)である、
　請求項1から4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報および前記第2のシグナリング追跡構成情報は、い



(34) JP 2014-509165 A 2014.4.10

ずれも、シグナリング追跡を実行するための構成パラメータ、ドライブテストの最小化(M
DT)を実行してデータを収集するための構成パラメータ、または、前記シグナリング追跡
を実行するための構成パラメータならびに前記ドライブテストの最小化を実行してデータ
を収集するための構成パラメータ、
　を含む請求項1から4のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　シグナリング追跡の方法であって、
　基地局によって送信され、ユーザー装置識別子を伝える第1のシグナリング追跡構成情
報を受信することと、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークノードに提供する
ことを含み、
　それにより、前記サービングコアネットワークノードは、前記第1のシグナリング追跡
構成情報に従って第2のシグナリング追跡構成情報をサービング基地局に提供し、前記第2
のシグナリング追跡構成情報が、前記ユーザー装置識別子に対応するユーザー装置に対す
るシグナリング追跡を開始するために使用される
　方法。
【請求項８】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報をサービングコアネットワークノードに提供する
ことは、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納する方法、
　前記サービングコアネットワークノードがホームロケーションレジスタ(HLR)またはホ
ーム加入者サーバー(HSS)から前記第1のシグナリング追跡構成情報を取得するように、　
前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ホームロケーションレジスタまたは前記ホー
ム加入者サーバーに転送する方法、および
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ユーザー装置の前記サービングコアネット
ワークノードに送信する方法
　のうちの少なくとも1つを含む請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　当該方法は、
　前記ユーザー装置のコンテキストが第1のコアネットワークノード内に存在すると判定
することをさらに含み、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記格納することは、前記ユーザー装置の前記
コンテキストが前記第1のコアネットワークノード内に存在すると判定された場合に前記
第1のシグナリング追跡構成情報を格納することを含む、または
　当該方法は、
　前記ユーザー装置の前記コンテキストが前記第1のコアネットワークノード内に存在し
ないと判定することをさらに含み、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ホームロケーションレジスタまたは前記ホ
ーム加入者サーバーに転送することは、前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ホー
ムロケーションレジスタまたは前記ホーム加入者サーバーに転送し、前記ホームロケーシ
ョンレジスタまたは前記ホーム加入者サーバーが前記第1のシグナリング追跡構成情報を
格納することを含む、または
　当該方法は、
　前記ユーザー装置の前記コンテキストが前記第1のコアネットワークノード内に存在し
ないと判定することをさらに含み、
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ユーザー装置の前記サービングコアネット
ワークノードに送信することは、前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記サービング
コアネットワークノードに送信して、前記サービングコアネットワークノードが前記第1
のシグナリング追跡構成情報を格納することを含む、
　請求項8に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ユーザー装置の前記サービングコアネット
ワークノードに前記送信することは、
　前記ホームロケーションレジスタまたは前記ホーム加入者サーバーから前記ユーザー装
置のサービングコアネットワークノード識別子を取得することと、
　前記サービングコアネットワークノード識別子に従って前記第1のシグナリング追跡構
成情報を前記サービングコアネットワークノードに送信することと、
　を含む請求項8または9に記載の方法。
【請求項１１】
　前記サービングコアネットワークノードによって、前記第1のシグナリング追跡構成情
報に従って前記第2のシグナリング追跡構成情報を前記サービング基地局に提供すること
は、
　前記サービングコアネットワークノードによって、前記ユーザー装置がアクティブであ
る場合に前記第1のシグナリング追跡構成情報に従って前記第2のシグナリング追跡構成情
報を取得し、前記ユーザー装置へのS1接続を通じて前記サービング基地局に前記第2のシ
グナリング追跡構成情報を伝えるS1アプリケーションプロトコルメッセージを送信するこ
とと、
　前記サービングコアネットワークノードによって、前記ユーザー装置がアイドル状態で
あるか、またはデタッチされている場合に、前記ユーザー装置によって送信されたアクテ
ィベーションメッセージを受信した後に前記第1のシグナリング追跡構成情報に従って前
記第2のシグナリング追跡構成情報を取得し、前記ユーザー装置へのS1接続を通じて前記
サービング基地局に前記第2のシグナリング追跡構成情報を伝える前記S1アプリケーショ
ンプロトコルメッセージを送信することと、
　を含む請求項8に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第1のコアネットワークノードおよび前記サービングコアネットワークノードは、
モビリティ管理エンティティ(MME)である、
　請求項8、9または11に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第1のシグナリング追跡構成情報および前記第2のシグナリング追跡構成情報は、い
ずれも、シグナリング追跡を実行するための構成パラメータ、ドライブテストの最小化(M
DT)を実行してデータを収集するための構成パラメータ、または、前記シグナリング追跡
を実行するための構成パラメータならびにドライブテストの最小化を実行してデータを収
集するための構成パラメータを含む、
　請求項7、8、9または11に記載の方法。
【請求項１４】
　運用管理保守(OAM)機器によって送信され、ユーザー装置識別子を伝え、前記ユーザー
装置識別子に対応するユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始するために使用され
る、第1のシグナリング追跡構成情報を受信するように構成された収集部と、
　前記収集部によって受信された前記第1のシグナリング追跡構成情報を第1のコアネット
ワークノードに送信するように構成された送信部と、
　前記ユーザー装置のサービングコアネットワークノードによって送信され、前記第1の
コアネットワークノードによって提供される前記第1のシグナリング追跡構成情報に従っ
て前記サービングコアネットワークノードによって取得される第2のシグナリング追跡構
成情報を受信するように構成された受信部と、
　前記受信部によって受信された前記第2のシグナリング追跡構成情報に従って前記ユー
ザー装置に対するシグナリング追跡を開始するように構成された開始部と
を備える基地局。
【請求項１５】
　前記送信部は、前記基地局と接続されている前記第1のコアネットワークノードに前記
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第1のシグナリング追跡構成情報を送信するように構成され、それにより、前記第1のコア
ネットワークノードは、前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納し、前記第1のシグナ
リング追跡構成情報をホームロケーションレジスタ(HLR)またはホーム加入者サーバー(HS
S)に転送し、または、前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納し、かつ前記ホームロ
ケーションレジスタもしくは前記ホーム加入者サーバーに転送する、
　請求項14に記載の基地局。
【請求項１６】
　前記送信部は、前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記基地局と接続されている少
なくとも1つの第1のコアネットワークノードに送信するように構成され、それにより、前
記第1のシグナリング追跡構成情報を受信した前記第1のコアネットワークノードは、前記
シグナリング追跡構成情報を処理し、
　前記処理は、前記第1のシグナリング追跡構成情報を受信した前記第1のコアネットワー
クノードによって、前記ユーザー装置のコンテキストが前記第1のシグナリング追跡構成
情報を受信した前記第1のコアネットワークノード内に存在する場合に前記シグナリング
追跡構成情報を格納することを含む、
　請求項14に記載の基地局。
【請求項１７】
　前記送信部は、前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記基地局と接続されている少
なくとも1つの第1のコアネットワークノードに送信するように構成され、それにより、前
記第1のシグナリング追跡構成情報を受信したコアネットワークノードは、前記シグナリ
ング追跡構成情報を処理し、
　前記処理は、前記第1のシグナリング追跡構成情報を受信した前記第1のコアネットワー
クノードによって、前記ユーザー装置のコンテキストが前記第1のシグナリング追跡構成
情報を受信した前記第1のコアネットワークノード内に存在しない場合に前記シグナリン
グ追跡構成情報をホームロケーションレジスタもしくはホーム加入者サーバーまたは前記
ユーザー装置の前記サービングコアネットワークノードに転送することを含む、
　請求項14に記載の基地局。
【請求項１８】
　基地局によって送信され、ユーザー装置識別子を伝える第1のシグナリング追跡構成情
報を受信するように構成された受信部と、
　サービングコアネットワークノードが、前記第1のシグナリング追跡構成情報に従って
第2のシグナリング追跡構成情報をサービング基地局に提供して、前記ユーザー装置識別
子に対応するユーザー装置に対するシグナリング追跡を開始するように、前記受信部によ
って受信された第1のシグナリング追跡構成情報を前記サービングコアネットワークノー
ドに提供するように構成された処理部と、
　を備えるコアネットワーク機器。
【請求項１９】
　前記処理部は、
　前記受信部によって受信された前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納する動作、
　前記サービングコアネットワークノードがホームロケーションレジスタ(HLR)またはホ
ーム加入者サーバー(HSS)から前記第1のシグナリング追跡構成情報を取得するように、前
記受信部によって受信された前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ホームロケーシ
ョンレジスタまたは前記ホーム加入者サーバーに転送する動作、および
　前記受信部によって受信された前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ユーザー装
置の前記サービングコアネットワークノードに送信する動作
のうちの少なくとも1つを実行するように構成されている、
請求項18に記載のコアネットワーク機器。
【請求項２０】
　判定部をさらに備え、
　前記判定部は、前記ユーザー装置のコンテキストが前記コアネットワーク機器内に存在
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すると判定するように構成され、かつ
　前記処理部は、前記判定部が、前記ユーザー装置の前記コンテキストが前記コアネット
ワーク機器内に存在すると判定したときに前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納す
るように構成されている、または
　前記判定部は、前記ユーザー装置の前記コンテキストが前記コアネットワーク機器内に
存在しないと判定するように構成され、かつ
　前記処理部は、前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記ホームロケーションレジス
タまたは前記ホーム加入者サーバーに転送して前記ホームロケーションレジスタまたは前
記ホーム加入者サーバーが前記第1のシグナリング追跡構成情報を格納するように構成さ
れている、または
　前記判定部は、前記ユーザー装置の前記コンテキストが前記コアネットワーク機器内に
存在しないと判定するように構成され、かつ
　前記処理部は、前記ホームロケーションレジスタまたは前記ホーム加入者サーバーから
前記ユーザー装置のサービングコアネットワークノード識別子を取得し、前記サービング
コアネットワークノード識別子に従って前記第1のシグナリング追跡構成情報を前記サー
ビングコアネットワークノードに送信し、前記サービングコアネットワークノードが前記
第1のシグナリング追跡構成情報を格納するように構成されている、
　請求項19に記載のコアネットワーク機器。
【請求項２１】
　サービングコアネットワークノードとして働く場合に前記第1のシグナリング追跡構成
情報を取得するように構成された取得部と、
　前記ユーザー装置がアクティブであるときに、前記第1のシグナリング追跡構成情報に
従って前記第2のシグナリング追跡構成情報を取得し、前記ユーザー装置のS1接続を通じ
て前記サービング基地局に前記第2のシグナリング追跡構成情報を伝えるS1アプリケーシ
ョンプロトコルメッセージを送信するように構成された第1の構成ユニットであって、そ
れにより、前記サービング基地局は前記ユーザー装置に対する前記シグナリング追跡を開
始する、第1の構成ユニットと、
　前記サービング基地局が前記ユーザー装置に対する前記シグナリング追跡を開始するよ
うに、前記ユーザー装置がアイドル状態であるか、またはデタッチされているときに、前
記ユーザー装置によって送信されたアクティベーションメッセージを受信した後に前記第
1のシグナリング追跡構成情報に従って前記第2のシグナリング追跡構成情報を取得し、前
記ユーザー装置に接続された前記S1接続部を通じて前記サービング基地局に前記第2のシ
グナリング追跡構成情報を伝える前記S1アプリケーションプロトコルメッセージを送信す
るように構成された第2の構成部と、
　をさらに備える請求項18に記載のコアネットワーク機器。
【請求項２２】
　前記コアネットワーク機器は、モビリティ管理エンティティ(MME)である、
請求項18から21のいずれか一項に記載のコアネットワーク機器。
【請求項２３】
　請求項14から17のいずれか一項に記載の基地局および請求項18から22のいずれか一項に
記載のコアネットワーク機器を備える通信システム。
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